
朝
鮮
に
お
け
る
金
属
器
の
起
源
問
題

西

谷

正

朝鮮における金属器の起源問題（西谷）

舅
約
】
朝
鮮
に
金
属
器
が
出
現
す
る
の
は
、
櫛
歯
文
土
器
文
化
に
継
起
し
た
、
・
彩
な
い
し
無
文
土
器
文
化
に
お
い
て
で
あ
る
。
虫
．
銅
器
を
主
と
す

る
と
は
い
え
、
鉄
器
も
遠
か
ら
ず
使
用
し
た
。
青
銅
器
の
製
作
は
、
当
初
か
ら
行
な
わ
れ
て
い
た
可
能
性
が
強
い
。
し
か
し
、
青
銅
器
を
模
倣
し
た
石
製

。
雰
蟄
富
な
こ
と
は
・
金
属
禦
容
易
に
普
遍
化
し
な
か
・
た
こ
と
を
意
味
す
る
。
き
ろ
で
、
金
属
器
成
立
の
背
景
に
は
、
遠
一
中
国
の
覇
石
器
文
化

の
影
響
を
受
け
て
成
立
し
た
・
農
耕
を
主
要
な
生
産
部
門
と
す
る
社
会
が
、
遼
河
流
域
を
中
心
と
し
た
広
大
な
地
域
に
存
在
し
、
金
属
器
に
裏
づ
け
ら
れ

た
遊
牧
的
な
社
会
と
の
交
渉
を
通
じ
て
金
属
器
を
受
容
し
て
い
・
た
歴
史
的
諸
条
件
が
あ
る
。
す
な
わ
ち
、
・
マ
形
土
器
あ
る
い
は
無
文
土
器
文
化
に
お

け
る
内
在
的
な
発
展
が
、
櫛
歯
文
土
器
文
化
以
来
の
、
内
灘
古
・
冷
製
流
域
と
の
共
通
の
文
化
的
基
盤
に
立
ち
つ
つ
、
薪
た
な
中
原
と
北
方
地
方
の
情
勢

の
変
化
を
契
機
と
し
て
、
金
属
器
の
出
現
を
も
た
ら
し
た
の
で
あ
る
。
そ
れ
は
、
中
国
の
春
秋
前
半
す
な
わ
ち
西
暦
紀
元
前
七
～
八
世
紀
を
上
限
と
し
、

属
国
つ
ま
り
西
歴
紀
元
前
三
～
五
世
紀
に
か
け
て
の
こ
と
で
あ
る
。
朝
鮮
に
お
け
る
金
属
羅
の
起
源
問
題
の
究
明
は
、
日
本
の
弥
生
文
化
に
お
け
る
金
属

器
受
容
の
外
的
条
件
と
し
て
も
か
か
わ
っ
て
く
る
。
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
史
林
五
〇
巻
六
号
　
【
九
穴
七
年
＝
月

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
会
に
あ
っ
て
、
支
配
者
と
し
て
の
性
格
を
強
め
つ
つ
あ
っ
た
土
着
豪

　
　
　
一
　
ま
　
じ
　
め
　
こ

　
筆
者
は
さ
き
に
、
賃
本
の
弥
生
文
化
成
立
の
外
的
諸
条
件
を
解
明

す
る
た
め
の
試
企
と
し
て
，
朝
鮮
に
お
け
る
い
わ
ゆ
る
土
籏
墓
や
、

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
①

そ
の
副
葬
遣
物
で
あ
る
金
属
器
の
分
析
を
行
な
っ
た
こ
と
が
あ
る
。

そ
こ
で
は
、
い
わ
ば
朝
鮮
に
お
け
る
初
期
金
属
器
の
発
展
の
闇
題
を

取
り
扱
っ
た
。
す
な
わ
ち
、
西
遊
を
中
心
と
し
て
、
原
始
共
学
体
社

族
層
は
、
鼠
ら
の
地
位
を
、
楽
浪
郡
県
の
官
人
化
へ
の
道
を
歩
む
こ

と
に
よ
っ
て
、
一
層
強
固
な
も
の
と
し
て
い
っ
た
。
そ
し
て
、
彼
ら

が
死
す
る
や
、
中
国
風
の
土
號
墓
を
築
き
、
各
種
の
金
属
器
を
副
葬

し
た
。
そ
こ
に
お
い
て
は
、
土
鑛
墓
被
葬
者
の
生
前
に
お
け
る
金
属

器
所
有
の
集
中
性
が
う
か
が
わ
れ
た
の
で
あ
っ
た
。

　
こ
こ
で
は
、
弥
生
文
化
に
お
け
る
金
属
羅
受
容
の
背
景
を
考
察
し
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た
い
と
い
う
同
じ
よ
う
な
動
機
に
立
っ
て
、
朝
鮮
に
お
け
る
金
属
器

の
起
源
問
題
を
考
え
て
み
た
い
。
も
と
よ
り
、
弥
生
時
代
に
金
属
器

が
、
朝
鮮
半
島
か
ら
受
容
さ
れ
る
と
し
た
場
合
、
そ
の
背
景
に
は
、

縄
文
時
代
に
内
在
す
る
条
件
に
加
え
て
、
そ
の
時
代
に
対
応
す
る
朝

鮮
の
原
始
な
い
し
古
代
社
会
に
お
け
る
内
在
的
発
展
と
有
機
的
に
関

連
す
る
も
の
で
あ
る
。
こ
の
意
味
で
、
朝
鮮
に
お
け
る
金
属
器
の
出

現
や
そ
の
後
の
発
展
の
状
況
が
閥
題
に
な
っ
て
く
る
わ
け
で
あ
る
。

　
そ
こ
で
、
朝
鮮
の
金
属
器
に
つ
い
て
、
ω
幽
現
当
時
、
ど
ん
な
も

の
が
あ
る
か
　
②
ど
ん
な
あ
り
方
を
し
て
い
る
か
、
と
り
わ
け
、
金

属
器
の
所
属
文
化
の
実
題
や
そ
の
実
態
に
つ
い
て
、
ま
た
、
青
銅
器

時
代
の
設
定
は
果
し
て
可
能
な
の
か
　
㈲
ど
う
し
て
出
現
す
る
か
、

そ
し
て
最
後
に
、
㈲
い
つ
ご
ろ
の
こ
と
な
の
か
な
ど
の
諸
問
題
に
つ

い
て
考
え
て
い
き
た
い
。

　
①
　
西
谷
正
「
朝
鮮
に
お
け
る
い
わ
ゆ
る
土
墳
幕
と
初
期
金
属
器
に
つ
い
て
」
（
『
考

　
　
古
学
研
究
』
第
一
三
巻
第
二
号
）
一
九
六
六
、
岡
山
。

二
　
金
属
器
繊
現
の
背
景

　
朝
鮮
に
お
け
る
人
類
文
化
の
起
源
が
、
旧
石
器
時
代
に
遡
る
か
否

か
と
い
う
問
題
に
対
す
る
関
心
は
古
く
、
多
く
の
人
た
ち
に
よ
っ
て

追
求
さ
れ
て
き
た
。
解
放
後
、
朝
鮮
人
学
者
の
熱
烈
な
調
査
・
研
究

を
通
じ
て
、
暇
石
器
時
代
の
存
在
が
提
唱
さ
れ
、
ま
た
、
中
石
器
時

代
の
設
定
も
想
起
さ
れ
て
い
る
。
し
か
し
、
ま
だ
、
二
、
三
ヵ
所
の

遺
跡
の
発
見
に
す
ぎ
ず
、
詳
し
い
こ
と
は
わ
か
ら
な
い
現
状
に
あ
る
。

　
新
石
器
時
代
の
段
階
に
は
い
る
と
、
事
情
は
異
な
る
。
解
放
前
の

日
本
人
学
者
の
蓄
積
に
加
え
て
、
解
放
後
の
朝
鮮
人
学
老
に
よ
る
め

ざ
ま
し
い
調
査
を
も
っ
て
、
か
な
り
細
か
い
実
態
が
明
ら
か
に
な
っ

て
き
て
い
る
。
こ
の
時
代
の
土
器
は
、
櫛
歯
文
土
器
あ
る
い
は
櫛
目

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
①

文
土
器
と
い
わ
れ
る
。
愛
用
野
博
士
に
よ
れ
ば
、
こ
の
櫛
歯
文
土
器

は
、
形
態
や
文
様
に
よ
っ
て
地
域
的
分
布
を
異
に
し
、
随
伴
す
る
文

化
内
容
も
相
違
す
る
点
が
多
い
。
す
な
わ
ち
、
弓
隠
里
・
智
慧
里
遺

跡
な
ど
西
海
岸
一
帯
で
は
、
長
卵
形
櫛
歯
文
土
器
が
特
微
で
、
弓
山

文
化
と
名
づ
け
ら
れ
て
い
る
。
そ
し
て
、
こ
の
弓
山
文
化
に
は
、
第

一
期
か
ら
第
二
期
へ
の
変
化
過
程
が
指
摘
さ
れ
て
い
て
、
そ
の
後
期

に
は
波
状
点
線
文
が
伴
な
う
。
記
憶
文
化
の
遺
跡
は
、
平
安
北
道
・

平
安
南
道
・
黄
海
南
道
・
京
畿
道
一
帯
で
知
ら
れ
て
い
る
。
こ
れ
に

対
し
て
、
威
鏡
北
道
一
帯
の
遺
跡
で
は
、
櫛
歯
文
系
の
文
様
が
み
ら

れ
る
が
、
美
形
は
す
べ
て
平
底
で
あ
る
。
後
期
に
波
状
点
線
文
を
伴

な
わ
な
い
か
わ
り
に
雷
文
や
螺
旋
文
を
伴
出
し
て
い
る
。
石
器
を
例

86　（860）
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に
と
っ
て
み
て
も
、
長
卵
形
櫛
歯
文
土
器
に
は
、
整
磁
な
磨
製
石
器

を
伴
な
う
が
、
平
底
櫛
歯
文
土
器
に
は
、
磨
製
あ
る
い
は
半
磨
製
の

石
器
も
僅
少
で
、
形
の
整
わ
な
い
も
の
で
、
か
え
っ
て
、
黒
耀
石
製

の
打
製
石
器
が
車
越
し
て
い
る
。
平
底
櫛
歯
文
土
器
は
、
形
態
が
平

底
で
鉢
巻
で
あ
る
こ
と
や
、
文
様
に
雷
文
が
あ
る
こ
と
な
ど
に
お
い

て
、
沿
海
州
地
方
と
密
接
な
関
係
を
有
し
て
い
る
。
一
方
ま
た
、
土

器
の
文
様
や
形
態
の
ほ
か
、
す
り
う
す
・
打
製
石
鍬
や
黒
質
石
製
打

製
石
器
な
ど
の
点
で
、
内
蒙
古
自
治
区
林
西
県
一
帯
に
分
布
す
る
細

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
②

石
器
文
化
と
の
関
連
も
密
接
で
あ
る
。

　
内
蒙
古
の
細
石
器
文
化
は
、
そ
れ
が
威
鏡
北
道
一
帯
の
平
底
櫛
歯

文
土
羅
文
化
に
対
し
て
与
え
た
影
響
の
濃
厚
さ
に
較
べ
る
と
や
や
薄

い
が
、
西
海
岸
の
長
卵
形
櫛
歯
文
土
器
文
化
（
”
弓
山
文
化
）
へ
も

影
響
を
与
え
た
こ
と
は
推
定
さ
れ
る
。
す
な
わ
ち
、
内
蒙
古
細
石
器

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
③

文
化
に
特
微
的
な
す
り
う
す
が
尊
墨
で
も
認
め
ら
れ
る
こ
と
、
弓
山

文
化
第
二
期
に
伴
出
す
る
波
状
点
線
文
に
類
似
の
波
状
文
が
内
蒙
古

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
④

で
見
ら
れ
る
こ
と
な
ど
が
そ
れ
で
あ
る
。
内
蒙
古
細
石
器
文
化
の
土

器
に
は
隆
起
文
や
運
続
弧
線
文
な
ど
が
み
ら
れ
る
。
朝
鮮
で
は
、
隆

起
文
が
櫛
歯
文
系
土
器
文
化
の
後
期
あ
る
い
は
末
期
の
も
の
と
い
わ

れ
る
が
、
さ
ら
に
、
羅
津
草
島
や
会
寧
五
洞
な
ど
、
櫛
歯
文
系
の
遺

跡
よ
甑
新
し
い
段
階
の
遺
跡
に
お
い
て
無
文
土
器
と
も
伴
出
す
る
。

西
鮮
で
も
、
た
と
え
ば
、
乎
壌
特
別
市
勝
湖
区
金
藤
里
で
は
、
隆
起

文
の
士
器
が
弓
山
文
化
最
末
期
の
変
種
で
あ
る
把
手
の
つ
い
た
櫛
歯

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
⑤

文
土
器
と
岡
じ
層
か
ら
出
土
し
て
い
る
。
内
蒙
古
細
石
器
文
化
に
お

い
て
、
隆
起
文
や
連
続
弧
線
文
と
共
存
す
る
、
す
り
う
す
や
長
駆
石

製
打
製
石
器
・
訂
製
T
字
形
石
組
な
ど
は
、
威
鏡
北
道
一
帯
の
無
文

　
　
　
⑥

土
器
文
化
に
ま
で
遺
存
し
て
い
る
。
こ
の
よ
う
に
見
て
く
る
と
、
内

　
　
　
　
　
　
⑦

蒙
古
綱
石
器
文
化
の
朝
鮮
へ
の
影
響
は
、
櫛
歯
文
土
器
文
化
で
も
後

出
の
段
階
に
始
ま
肪
、
威
鏡
北
道
一
帯
で
は
、
無
文
土
器
文
化
ま
で

遺
存
し
た
も
の
で
あ
っ
た
と
考
え
ら
れ
る
。

　
要
す
る
と
こ
ろ
、
ほ
ぼ
全
鮮
に
分
布
す
る
櫛
歯
文
土
器
文
化
の
う

ち
、
威
鏡
北
道
一
帯
の
平
底
櫛
歯
文
土
器
文
化
と
西
海
岸
一
帯
の
長

卵
形
櫛
歯
文
土
器
文
化
の
二
つ
の
地
域
性
が
摘
出
し
う
る
わ
け
で
あ

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
⑧

る
。
そ
の
後
期
の
段
階
す
な
わ
ち
雷
文
・
螺
旋
文
や
波
状
点
線
文
を

共
呈
す
る
頃
に
、
内
蒙
古
細
石
器
文
化
と
の
接
触
を
も
っ
た
が
、
わ

け
て
も
威
本
道
一
帯
の
平
底
櫛
歯
文
土
器
文
化
と
の
親
縁
性
は
濃
厚

で
あ
っ
た
。
平
底
櫛
歯
文
土
器
文
化
に
は
、
内
蒙
古
細
石
器
文
化
と

と
も
に
、
沿
海
州
方
面
と
の
関
連
が
あ
っ
た
が
、
長
卵
形
櫛
歯
文
土

器
文
化
に
は
、
内
蒙
古
細
石
器
文
化
と
の
類
似
性
し
か
指
摘
で
き
な
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⑨

い
。
た
だ
し
、
平
安
北
道
塩
州
郡
心
膜
里
や
平
安
北
道
定
州
郡
大
山

　
　
　
　
　
⑭

里
留
出
遺
跡
で
は
、
櫛
歯
文
系
土
器
の
本
来
的
な
も
の
と
は
相
異
す

る
が
、
硬
質
の
瀦
褐
色
磨
研
土
器
に
雷
文
が
認
め
ら
れ
る
。
平
底
櫛
歯

文
土
器
文
化
の
影
響
が
平
安
北
道
の
海
岸
地
帯
ま
で
及
ん
で
い
る
こ

と
が
わ
か
る
。
こ
の
間
の
事
情
は
、
同
じ
よ
う
な
丘
陵
な
い
し
高
原

地
帯
と
い
う
自
然
的
条
件
に
相
応
し
た
狩
猟
・
漁
戸
の
経
済
、
さ
ら

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
⑪

に
そ
れ
を
補
足
す
る
よ
う
な
形
で
の
原
始
農
耕
と
い
う
共
通
の
基
盤

に
よ
っ
た
た
め
で
あ
ろ
う
。
そ
れ
に
し
て
も
、
長
卵
形
と
平
底
櫛
歯

文
土
器
文
化
の
二
類
型
の
相
違
は
、
単
に
自
然
地
理
条
件
の
差
の
み

に
帰
せ
ら
れ
な
い
問
題
を
含
ん
で
い
よ
う
が
、
こ
の
点
に
つ
い
て
は

今
後
の
研
究
に
譲
り
た
い
。

①
以
下
の
記
述
は
、
金
用
野
（
李
進
熈
訳
）
「
美
松
里
遣
蹟
の
考
古
学
上
の
位
鐙

　
一
」
年
代
論
を
中
心
と
し
て
一
」
（
『
考
古
学
雑
誌
隔
第
五
〇
巻
第
一
号
、
一
九

　
六
四
、
琳
果
論
暴
）
に
負
う
所
が
多
か
っ
た
。

②
　
内
張
古
自
治
区
文
化
局
文
物
工
作
組
「
内
蒙
古
自
治
区
発
現
的
細
石
器
文
化
遺

　
塩
」
（
『
考
古
学
報
』
一
九
五
七
年
第
一
期
）
北
京
。

③
有
光
教
～
「
朝
鮮
石
器
時
代
の
「
す
り
う
す
ヒ
（
『
史
林
』
第
三
五
巻
第
四
号
）

　
一
九
五
三
、
京
都
。

④
金
用
粁
「
前
掲
書
」
六
〇
頁
。

⑤
日
用
珊
「
前
掲
書
」
六
三
頁
。

⑥
朝
鮮
罠
主
主
義
人
民
共
和
圏
科
学
院
考
古
学
及
民
俗
学
研
究
所
（
以
下
、
朝
鮮

　
科
学
院
考
古
学
研
究
所
と
略
す
）
　
『
会
寧
五
洞
原
始
罪
跡
発
掘
報
告
』
（
『
遺
跡
発

　
掘
報
告
』
第
七
集
）
一
九
六
〇
、
ピ
ョ
ン
ヤ
ン
。

⑦
中
国
科
学
院
考
古
研
究
所
内
蒙
古
工
作
隊
「
内
蒙
古
巴
林
左
旗
一
河
溝
門
二
丁

　
発
掘
簡
報
」
（
『
考
古
』
　
一
・
九
山
ハ
四
年
第
一
二
期
）
北
論
黒
。

⑧
都
宥
浩
博
士
は
、
需
文
の
年
代
に
関
し
て
、
波
状
点
線
文
の
時
代
に
該
当
す
る

　
も
の
と
考
え
て
い
る
（
都
舞
浩
（
鄭
漢
徳
訳
）
　
「
朝
鮮
原
始
考
古
学
（
ゴ
一
）
」
『
考

　
古
学
研
兜
九
鰯
餓
瓢
二
巻
第
二
口
万
、
鷲
ご
一
著
只
、
　
一
九
六
五
、
澗
山
口
）
。

⑨
李
至
善
「
平
安
北
道
龍
州
郡
、
塊
州
郡
一
帯
の
遺
跡
踏
査
報
告
」
（
『
文
化
遺

　
産
』
一
九
六
二
年
一
号
、
五
五
頁
）
ピ
ョ
ン
ヤ
ン
。

⑩
　
都
宥
浩
「
前
掲
書
」
二
五
・
三
三
頁
。
こ
の
ほ
か
、
平
安
北
道
龍
川
郡
双
鶴
里

　
で
も
、
雷
文
が
認
め
ら
れ
る
。

⑪
有
光
教
～
訳
無
は
、
『
朝
鮮
櫛
劉
文
土
器
の
研
究
』
（
『
京
都
大
学
文
学
部
考
古

　
学
叢
書
』
第
三
冊
、
七
八
頁
、
一
九
六
二
、
京
都
）
に
お
い
て
、
　
「
穀
類
耕
作
の

　
証
拠
と
な
る
遺
物
（
す
り
う
す
・
穀
粒
［
の
発
見
・
石
鎌
・
石
工
・
石
鍬
…
一
西
谷

　
注
）
は
櫛
目
文
土
器
の
な
か
で
も
、
後
出
の
種
類
と
共
存
す
る
」
こ
と
を
指
摘
し

　
た
が
、
私
は
、
そ
の
よ
う
な
初
期
農
耕
を
内
蒙
古
細
石
羅
文
化
と
の
関
瀧
で
考
え

　
た
い
。
も
ち
ろ
ん
、
自
然
経
済
の
段
階
に
お
い
て
、
驚
疋
の
自
然
資
源
に
対
し

　
て
、
増
大
す
る
人
口
ぼ
と
の
矛
鷹
が
、
新
し
く
生
産
経
済
へ
と
移
行
さ
せ
る
主
体

　
酌
条
件
で
あ
る
と
考
え
る
が
、
闇
…
五
一
耕
作
－
収
穫
…
調
理
の
一
環
し
た
大
陸
系

　
石
器
の
出
現
は
、
や
は
り
外
的
な
も
の
と
考
え
る
方
が
自
然
で
あ
ろ
う
。

三
　
初
期
金
属
器
の
資
料

　
朝
鮮
に
お
け
る
金
属
器
の
起
源
問
題
の
本
論
に
は
い
る
ま
え
に
、

初
期
金
属
器
の
資
料
を
紹
介
し
た
い
。
起
源
を
論
じ
る
場
合
、
最
古

の
形
式
を
摘
出
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
が
、
詳
細
な
編
年
が
確
立
し
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て
い
な
い
現
状
に
あ
る
た
め
、
そ
れ
が
困
難
で
あ
る
。
こ
こ
で
は
、

青
銅
器
や
鉄
器
が
多
量
化
す
る
前
段
階
で
あ
る
新
石
器
文
化
に
関
連

す
る
資
料
を
選
ん
で
考
え
る
。
ま
ず
、
青
銅
器
か
ら
見
て
い
こ
う
。

　
　
倒
平
安
南
道
勝
湖
郡
金
愚
書
遺
跡
第
八
号
住
居
跡
か
ら
銅
墾
（
図

　
　
　
　
　
　
①

1
）
が
出
土
し
た
。
こ
の
遺
跡
は
、
表
土
が
薄
い
の
で
、
後
世
の
混

入
と
み
る
む
き
も
あ
る
が
、
銅
繋
が
炉
跡
の
そ
ば
で
、
焼
け
た
磨
製

紡
錘
華
・
半
月
刀
（
石
庖
丁
）
・
石
鎌
と
と
も
に
発
見
さ
れ
た
も
の

で
、
の
ち
の
混
入
と
は
み
ら
れ
な
い
と
い
わ
れ
る
。
こ
の
銅
盤
は
、

長
さ
五
・
七
c
皿
、
幅
一
・
二
㎝
、
厚
さ
○
・
四
㎝
で
あ
っ
て
、
ご
端

に
は
片
刃
が
つ
い
て
い
る
。
質
は
き
わ
め
て
悪
く
、
全
面
に
緑
飽
の

　
　
　
②

銃
が
み
ら
れ
る
。

　
②
平
安
北
道
義
州
邑
美
松
里
遺
跡
の
欝
マ
形
土
器
を
出
す
上
層
で

は
銅
斧
（
図
2
）
が
出
土
し
、
磨
製
石
鍬
・
石
盤
・
碧
玉
製
管
玉
・

石
製
紡
錘
車
を
伴
出
し
た
。
青
銅
斧
は
、
発
掘
の
過
程
で
、
盤
の
部

分
が
一
部
欠
け
、
現
在
、
稜
線
か
ら
刃
ま
で
が
四
・
五
c
皿
の
小
形
の

盤
斧
で
あ
る
。
刃
の
両
端
が
朝
鮮
の
タ
ビ
の
爪
先
に
あ
た
る
部
分
の

　
　
　
　
　
　
　
③

よ
う
に
尖
っ
て
い
る
。

　
③
威
鏡
五
道
永
興
郡
永
興
邑
遺
跡
で
採
集
さ
れ
た
遺
物
の
な
か
に
、

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
④

美
松
里
出
土
の
銅
斧
と
同
形
式
の
斧
箔
（
図
3
・
4
）
が
あ
る
。
鋳
型
は

大
小
二
個
あ
る
。
大
き
い
も
の
は
、
長
さ
が
一
五
㎝
、
輻
が
一
〇
・

五
c
m
、
厚
さ
が
一
・
八
㎝
の
灰
白
色
を
し
た
滑
石
製
で
あ
る
。
斧
の

形
態
は
、
刃
の
両
端
が
朝
鮮
足
袋
の
先
の
よ
う
に
尖
っ
て
い
る
。
刃

の
幅
は
一
〇
・
五
。
田
で
あ
る
。
上
端
か
ら
刃
ま
で
の
長
さ
は
一
二
㎝

程
度
で
あ
る
。
上
端
か
ら
一
㎝
離
れ
て
、
一
㎝
問
隔
に
王
本
の
平
行

線
を
横
に
引
き
、
上
の
間
隔
に
は
一
㎝
未
満
の
間
隔
で
、
穴
を
く
ぼ

ま
せ
て
装
飾
と
し
て
い
る
。
下
の
間
隔
に
は
鋸
歯
文
を
引
き
、
そ
の

各
々
の
中
を
、
平
行
線
で
交
叉
さ
せ
て
い
る
。
鋳
型
内
部
は
黒
く
焼

け
て
い
る
。
も
う
一
つ
の
鋳
型
は
、
長
さ
が
七
・
五
㎝
、
編
五
・
七

㎝
、
厚
さ
一
・
五
㎝
程
度
の
大
き
さ
を
も
つ
青
灰
色
の
滑
石
製
で
あ
・

る
。
上
端
か
ら
刃
ま
で
の
長
さ
は
六
。
瓜
、
刃
の
幅
は
五
・
五
㎝
程
度

の
小
さ
い
も
の
で
あ
る
。
美
松
里
出
土
の
斧
と
酷
似
す
る
形
態
で
あ

る
。
二
つ
の
鋳
型
は
と
も
に
上
端
の
方
に
湯
日
が
あ
る
よ
う
で
あ
る
。

　
銅
製
の
例
は
、
ほ
か
に
、
黄
海
北
道
鷺
山
郡
松
山
里
の
配
石
墓
か

ら
、
多
鎧
細
線
文
鏡
・
銅
鍬
。
銅
盤
・
銅
鉋
。
細
形
銅
剣
・
歯
列
と

　
　
　
　
⑤

と
も
に
出
土
し
て
い
る
。
こ
の
銅
斧
は
、
盤
を
も
ち
、
上
端
に
隆
起

帯
を
め
ぐ
ら
し
、
長
楕
円
形
の
刃
部
を
も
つ
も
の
で
あ
る
。
慶
池
北

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
⑥

道
大
邸
市
北
区
酒
辺
洞
発
見
の
有
肩
の
直
線
刃
を
も
つ
銅
斧
と
と
も

に
、
美
松
里
例
や
永
興
邑
智
と
は
異
な
る
形
式
で
あ
る
。
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ω
黄
海
北
道
沙
里
院
市
上
梅
里
遺
跡
の
石
棺
墓
か
ら
、
銅
鎌
（
図

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
⑦

5
）
が
磨
製
石
鎌
…
・
有
孔
海
螺
殻
と
と
も
に
発
見
さ
れ
て
い
る
。
銅

鎌…

ﾍ
、
全
長
が
四
・
六
c
m
、
茎
部
の
長
さ
一
・
二
㎝
、
黒
部
の
幅

一
・
五
㎝
、
鋒
部
の
厚
さ
0
・
四
㎝
、
茎
部
の
太
さ
0
・
五
。
田
～

○
・
七
c
m
で
あ
る
。
青
銅
製
で
、
青
い
緑
青
が
出
て
い
る
が
完
全
で

あ
る
。
有
茎
両
翼
鎌
…
の
典
型
的
な
も
の
で
、
鑛
線
が
走
っ
て
、
両
面

に
三
里
が
あ
る
。
断
面
は
屈
折
し
た
菱
形
を
し
て
い
る
。
石
墨
か
ら

の
出
土
贔
と
し
て
非
常
に
稀
有
な
遺
物
の
一
つ
で
あ
る
。

　
⑤
慶
越
南
道
金
海
郡
長
惚
面
茂
漢
里
の
南
方
式
支
石
墓
か
ら
、
銅

　
　
　
　
⑧

鎌
破
片
三
個
が
、
石
剣
・
石
鐡
な
ど
と
と
も
に
出
土
し
た
。
支
石
墓

か
ら
銅
利
器
が
、
し
か
も
石
剣
や
石
鎌
と
伴
塒
し
た
確
実
な
例
と
し

　
　
　
　
　
⑨

て
注
爵
さ
れ
る
。
銅
鐡
の
形
式
は
、
有
茎
の
両
翼
鐡
で
あ
る
。

　
⑥
　
江
原
道
高
城
郡
粁
城
面
竃
黒
蟻
の
新
石
器
時
代
遺
物
の
散
布

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
⑩

す
る
砂
丘
遺
跡
で
採
集
さ
れ
た
滑
石
製
の
銅
鎌
土
壁
は
、
上
梅
里
例

や
湿
生
恒
例
に
み
る
両
翼
鐡
の
鋳
造
に
用
い
ら
れ
た
も
の
で
あ
る
。

　
朝
鮮
か
ら
雌
博
す
る
銅
鐡
に
は
、
ほ
か
に
、
慈
江
道
澗
原
強
襲
正

面
龍
淵
労
働
者
区
で
、
古
く
、
明
刀
銭
や
各
種
鉄
器
と
出
土
し
た
も

の
を
は
じ
め
、
い
わ
ゆ
る
土
壌
墓
や
楽
浪
漢
墓
か
ら
出
土
す
る
も
の

が
あ
る
が
、
い
ず
れ
も
、
王
角
形
鐡
も
し
く
は
三
稜
土
偶
と
い
わ
れ

る
も
の
で
あ
る
。
こ
の
種
の
型
式
の
銅
恩
讐
箔
は
、
平
安
北
道
寧
辺

　
　
　
　
　
　
⑪

郡
梧
里
心
黒
竹
里
で
出
土
し
て
い
る
。
と
も
に
、
上
梅
里
・
茂
漢

里
・
鷹
津
里
の
諸
例
と
は
異
な
る
型
式
で
あ
る
。
江
原
道
江
陵
市
浦

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
⑫

南
洞
の
断
面
扁
八
角
形
の
郷
軍
も
稀
に
見
る
型
式
で
あ
る
が
、
無
文

土
器
に
伴
な
っ
て
い
る
。

　
山
形
銅
剣
に
つ
い
て
は
、
単
独
の
出
土
数
は
、
　
三
〇
〇
本
を
優

に
超
過
す
る
で
あ
ろ
う
が
、
遺
構
や
共
存
遺
物
の
関
係
が
わ
か
る
の

は
、
い
わ
ゆ
る
土
鵬
墓
に
お
い
て
で
あ
る
。
土
新
墓
は
、
明
ら
か
に

中
国
の
漢
の
影
響
を
受
け
た
も
の
で
あ
る
が
、
そ
れ
以
前
か
ら
細
形

銅
剣
は
出
現
し
て
い
る
と
考
え
ら
れ
る
。
す
な
わ
ち
、
土
樽
墓
よ
り

も
年
代
的
に
古
い
支
石
墓
や
石
棺
墓
に
お
け
る
銅
剣
の
出
現
の
問
題

で
あ
る
。

　
⑦
黄
海
北
道
瑞
穂
郡
泉
谷
里
遺
跡
の
石
棺
墓
で
は
、
細
形
銅
剣
が

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
⑬

磨
製
石
鐡
と
と
も
に
嵐
聾
し
た
。
朝
鮮
で
、
石
棺
墓
か
ら
細
形
銅
剣

が
発
見
さ
れ
た
確
実
な
例
と
し
て
、
は
じ
め
て
の
こ
と
で
あ
る
。
ま

た
、
黄
海
北
道
鳳
山
郡
御
水
区
支
石
山
の
支
石
墓
か
ら
出
た
細
形
銅

　
　
　
⑭

剣
が
あ
る
。
支
石
墓
か
ら
銅
剣
が
出
た
例
と
し
て
重
要
で
あ
る
。

　
銅
剣
の
製
作
に
関
し
て
は
、
難
球
に
よ
っ
て
う
か
が
わ
れ
る
。

　
⑧
　
平
安
南
帯
大
同
郡
菓
里
面
将
泉
里
で
は
、
古
く
銅
剣
鋳
範
二

91　（865）



　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
⑮

個
と
鐸
金
具
錯
箔
一
個
が
出
土
し
て
い
る
。
銅
剣
鉛
欣
氾
は
滑
石
製
で

あ
る
。
長
さ
は
、
大
き
い
方
が
蕊
一
・
二
八
㎝
、
小
さ
い
方
が
二
九

．
五
三
㎝
で
あ
る
が
、
脊
と
刃
と
も
に
節
を
も
た
な
い
の
が
特
写
で

あ
る
。

　
⑨
京
畿
道
龍
仁
郡
慕
賢
婦
草
芙
里
の
無
文
土
器
の
散
布
す
る
地
点

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
⑯

で
、
細
形
鋼
校
旗
箔
二
個
が
発
見
さ
れ
た
。
鋳
範
は
滑
石
製
で
、
そ

の
大
き
さ
は
、
将
泉
里
例
よ
り
少
し
小
さ
い
が
、
刃
に
は
節
が
く
り

こ
ま
れ
て
い
る
。

　
⑩
慈
江
道
時
中
郡
豊
龍
里
遺
跡
の
箱
式
石
棺
墓
か
ら
は
、
銅
泡
が

出
土
し
た
。
釜
飯
か
ら
は
ほ
か
に
、
美
松
里
と
同
じ
把
手
の
つ
い
た

広
口
壷
や
碧
玉
製
管
玉
・
紅
薦
璃
製
小
玉
・
磨
製
石
鐡
・
球
形
有
孔

　
　
　
　
　
　
⑰
　
　
　
　
⑱

石
器
を
伴
出
し
た
。
銅
泡
は
、
直
径
約
三
㎝
の
円
形
で
、
外
探
し
た

表
面
分
周
囲
に
刻
み
澤
を
入
れ
て
い
る
。
裏
面
に
は
装
着
の
た
め
の

環
が
あ
る
。

　
⑪
黄
海
北
道
里
山
郡
鳳
山
邑
新
興
洞
遺
跡
の
第
七
号
住
居
跡
か
ら

は
銅
泡
が
、
石
剣
・
石
斧
・
石
鐡
・
石
貨
・
砥
石
・
コ
マ
形
土
器
な

ど
と
と
も
に
出
土
し
た
。

　
⑫
威
鏡
北
道
羅
津
市
草
島
遺
跡
の
第
一
発
掘
地
第
九
穴
の
深
さ
五

〇
㎝
ほ
ど
の
と
こ
ろ
が
ら
、
銅
泡
（
図
9
）
と
い
っ
し
ょ
に
銅
鐸
（
図

7
）
が
幽
濾
し
た
。
鐸
の
高
さ
は
七
㎝
で
あ
る
。
長
径
は
、
上
部
が

一
㎝
、
下
部
が
四
㎝
で
あ
り
、
短
径
は
、
上
部
が
0
・
六
㎝
、
下
部

が
二
・
五
㎝
で
あ
る
。
厚
さ
は
○
・
二
c
皿
く
ら
い
に
な
る
。
中
ほ
ど

よ
り
少
し
上
に
、
幅
一
・
五
。
磁
の
文
様
帯
が
あ
る
。
す
な
わ
ち
、
横

に
鋸
歯
文
状
の
脹
ら
み
あ
が
っ
た
言
条
か
の
線
文
様
が
あ
る
。
下
端

で
も
、
　
一
・
五
c
m
ほ
ど
の
幅
で
、
問
様
の
文
様
帯
を
横
に
つ
け
て
い

る
。
こ
の
鐸
頂
に
は
錆
び
て
醐
い
た
の
か
、
故
意
に
開
け
た
も
の
か

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
⑳

は
不
明
で
あ
る
が
、
孔
が
不
規
則
に
開
い
て
い
る
。

　
㈱
威
鏡
南
道
永
興
郡
永
興
邑
遺
跡
で
採
集
さ
れ
た
銅
鐸
鐙
箔
（
図

8
）
は
、
雨
垂
箪
島
の
銅
鐸
と
、
大
き
さ
・
文
様
構
成
な
ど
に
お
い

　
　
　
　
⑳

て
酷
似
す
る
。

　
α
φ
慈
江
道
江
界
市
公
貴
里
遺
跡
の
第
四
号
住
居
門
内
の
東
北
隅
の
、

地
表
か
ら
少
し
下
の
と
こ
ろ
で
、
青
銅
の
小
片
が
黒
耀
石
製
の
石
器

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
⑫

と
い
っ
し
ょ
に
発
見
さ
れ
て
い
る
が
、
詳
細
は
不
明
で
あ
る
。

　
次
に
、
鉄
器
に
つ
い
て
見
て
み
よ
う
。
朝
鮮
考
古
学
界
で
は
、
こ

の
コ
マ
形
土
器
の
時
代
を
青
銅
器
時
代
と
し
、
次
の
剣
淵
文
化
を
も

っ
て
鉄
器
時
代
と
想
定
し
、
そ
こ
に
脊
鋼
器
か
ら
鉄
器
時
代
へ
と
い

う
継
起
的
発
展
を
み
よ
う
と
し
て
い
る
。
し
た
が
っ
て
、
青
銅
器
時

代
に
入
い
る
コ
マ
形
土
器
文
化
に
お
け
る
鉄
器
の
問
題
に
つ
い
て
は
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笹
書
が
少
な
く
、
鉄
器
の
存
在
を
積
極
的
に
肯
定
し
た
も
の
は
な
い

よ
う
に
思
わ
れ
る
。
し
か
し
、
鉄
器
が
早
く
か
ら
使
用
さ
れ
た
痕
跡

が
な
い
わ
け
で
は
な
い
。
た
と
え
ば
、
コ
マ
形
士
卒
文
化
に
平
行
す

る
と
考
え
ら
れ
る
威
鏡
北
道
会
寧
郡
会
寧
晶
類
洞
遺
跡
の
最
上
層
の

第
六
号
住
居
跡
か
ら
二
個
の
鋳
造
の
鉄
盤
斧
片
が
出
土
し
て
い
る
。

こ
の
遺
跡
は
大
部
分
認
マ
形
土
量
併
行
の
無
文
土
器
を
出
土
し
、
小

量
の
有
文
土
器
を
検
出
し
て
い
る
。
報
告
老
は
、
第
六
号
住
居
跡
を

鉄
器
が
出
土
し
た
こ
と
に
よ
り
鉄
器
時
代
に
、
そ
の
ほ
か
の
第
四

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
㊧

号
・
第
五
号
・
第
八
号
住
居
跡
を
青
銅
器
時
代
に
比
定
し
て
い
る
。

第
六
号
往
居
跡
か
ら
は
、
無
文
土
器
・
鉄
器
・
白
玉
製
指
環
・
有
孔

石
器
が
娼
土
し
て
い
る
。
報
告
者
は
、
鉄
器
の
検
出
か
ら
、
こ
の
よ

う
な
遣
物
綜
態
が
初
期
鉄
器
時
代
的
な
も
の
で
あ
っ
て
も
、
青
銅
器

時
代
及
び
そ
れ
以
前
の
三
跡
で
は
児
ら
れ
な
い
と
し
て
い
る
。
し
か

し
、
乳
房
頭
状
の
把
手
を
有
す
る
無
文
土
器
や
有
孔
石
器
は
、
威
鏡

道
の
新
石
器
時
代
遺
跡
か
ら
し
ば
し
ば
発
見
さ
れ
る
も
の
で
あ
る
の

で
、
コ
マ
形
土
器
併
行
の
無
文
土
器
文
化
の
も
の
と
考
え
て
差
し
つ

か
え
な
く
、
あ
え
て
鉄
器
時
代
の
も
の
と
い
う
言
い
方
で
、
年
代
を

新
し
く
比
定
す
る
根
拠
は
薄
い
。
ま
た
、
慈
江
道
時
中
郡
内
龍
里
石

棺
墓
と
、
遺
跡
の
構
造
や
遺
物
の
み
な
ら
ず
、
文
化
的
性
格
に
お
い

て
も
共
通
性
の
認
め
ら
れ
る
吉
林
省
騒
達
溝
黒
蝿
子
一
号
櫓
か
ら
出

土
し
た
要
急
に
は
、
鉄
牛
を
も
つ
も
の
一
個
が
あ
り
、
さ
ら
に
、
鉄

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
⑳

器
破
片
一
個
も
発
見
さ
れ
て
い
る
。
こ
の
山
窟
子
石
棺
墓
で
の
鉄
器

使
用
の
痕
跡
の
事
実
に
つ
い
て
は
、
朝
鮮
人
学
者
の
評
価
は
低
い
。

し
か
し
、
さ
き
に
あ
げ
た
わ
ず
か
に
遺
存
し
た
痕
跡
か
ら
、
私
は
、

青
銅
器
の
初
霜
よ
り
も
遅
れ
る
と
は
い
え
、
か
な
り
早
く
か
ら
鉄
器

が
す
で
に
知
ら
れ
て
い
た
こ
と
を
推
定
し
て
お
き
た
い
。

　
①
こ
れ
に
つ
い
て
ノ
ミ
状
銅
雛
と
い
わ
れ
て
い
る
が
、
多
く
の
討
論
が
行
な
わ
れ

　
　
た
結
果
、
ノ
ミ
で
あ
る
こ
と
に
意
見
が
一
致
し
た
と
い
わ
れ
る
（
李
進
煕
「
戦
後

　
　
の
朝
鮮
考
古
学
の
発
展
－
初
期
金
属
文
化
期
…
」
　
『
考
古
学
雑
誌
』
第
四
五
巻
第

　
　
一
号
、
五
七
頁
、
一
九
五
九
、
東
京
）
。
盤
と
し
て
の
機
能
を
果
し
た
禰
平
片
刃

　
　
石
斧
と
の
関
連
が
考
え
ら
れ
よ
う
。

　
②
李
照
進
「
前
掲
書
」
五
七
頁
。

　
③
金
打
牙
（
李
進
発
訳
）
「
美
松
里
遣
蹟
の
考
古
学
上
の
位
概
1
年
代
論
を
中
心

　
　
と
し
て
i
」
　
（
『
考
古
学
雑
誌
』
第
五
〇
巻
第
一
母
、
六
四
～
六
五
頁
）
一
九
六

　
　
四
、
東
京
。

　
④
徐
国
泰
「
永
興
琶
遣
跡
に
関
す
る
報
告
」
（
『
考
古
民
俗
臨
一
九
六
五
年
工
弩
、

　
　
四
二
頁
）
ピ
ョ
ン
ヤ
ン
。

　
⑤
黄
基
徳
二
九
五
八
年
春
夏
期
御
漉
洞
地
区
瀧
概
工
穿
区
域
遺
跡
整
理
簡
略
報

　
　
借
」
（
『
文
化
遺
産
』
一
九
五
九
年
｛
号
、
二
八
～
五
二
頁
）
ピ
ョ
ン
ヤ
ン
。

　
⑥
罪
武
柄
「
大
喜
発
見
の
青
銅
斧
」
（
『
考
古
美
術
』
第
五
巻
第
六
・
七
号
、
三
～

　
　
五
爵
）
一
九
六
四
、
ソ
ウ
ル
。

　
⑦
朝
鮮
科
学
院
考
古
学
研
究
所
『
大
問
江
及
載
寧
江
流
域
古
墳
発
掘
報
告
』
（
『
考

　
　
古
学
資
料
集
』
第
二
集
、
四
一
頁
、
一
九
五
九
、
ピ
ョ
ン
ヤ
ン
。
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⑧
有
光
数
一
博
士
は
、
鋼
鎌
二
、
鋼
剣
一
と
し
て
い
る
（
有
光
教
一
「
刺
鮮
初
期

　
金
属
文
化
に
闘
す
る
新
資
料
の
紹
介
と
考
察
」
糧
史
林
』
窮
四
八
巻
第
二
号
、
一

　
二
四
頁
、
一
九
六
五
、
京
都
）
。

⑨
金
元
龍
「
金
海
茂
渓
里
門
贋
墓
の
出
土
品
…
青
銅
器
を
伴
出
し
た
新
例
…
」

　
（
『
東
翼
文
化
』
第
一
輯
、
［
三
九
～
「
五
八
頁
）
…
九
六
三
、
ソ
ウ
ル
。

⑩
沢
俊
一
「
鋳
箔
出
土
の
二
遺
蹟
一
朝
鮮
古
蹟
調
査
環
談
（
一
）
」
（
『
考
古
学
』

　
第
八
巻
第
賜
弩
）
一
九
三
七
、
東
京
。

⑪
金
永
祐
「
細
竹
里
遺
跡
発
掘
中
間
報
告
三
）
」
（
『
考
古
民
俗
』
一
九
六
四
年

　
四
号
、
四
九
頁
）
ピ
ョ
ン
ヤ
ン
。

⑫
　
李
叢
叢
「
涯
陵
市
浦
欝
欝
出
土
先
史
時
代
遺
物
」
（
『
歴
史
学
報
』
第
一
西
輯
、

　
一
三
六
～
一
三
七
頁
）
一
九
六
四
、
ソ
ウ
ル
。

〔
⑬
白
錬
行
「
泉
谷
里
聡
箱
墳
」
（
『
考
古
民
俗
蕊
一
九
六
六
年
…
塀
）
ピ
ョ
ン
ヤ
ン
。

⑭
黄
棊
徳
「
前
掲
書
」
二
四
～
四
五
頁
。

⑮
　
梅
原
末
治
・
藤
田
亮
策
『
朝
鮮
古
文
化
綜
艦
』
第
一
巻
、
脇
七
頁
、
一
九
四
七
、

　
天
理
。

⑯
韓
園
国
立
博
物
館
『
i
八
・
一
五
後
蒐
集
1
陳
朔
品
麟
鑑
隔
一
九
六
五
、
ソ
ウ

　
ル
。
翻
訳
解
説
は
西
谷
正
「
朝
鮮
に
お
け
る
い
わ
ゆ
る
土
嬢
墓
と
初
期
金
属
器
に

　
つ
い
て
」
（
『
考
古
学
研
究
』
第
一
三
巻
第
二
母
、
二
八
頁
、
一
九
六
六
、
岡
山
）

　
参
照
。

⑰
有
光
教
；
平
安
北
道
江
界
二
日
雷
蕨
発
見
の
一
箱
武
石
縮
と
其
副
葬
品
」
（
『
考

　
古
学
雑
誌
』
第
三
　
巻
第
三
号
）
　
九
四
一
、
東
京
。

⑱
　
こ
れ
ま
で
、
銅
拍
・
銅
釦
な
ど
と
い
わ
れ
て
き
た
が
、
中
隅
で
多
く
絹
い
ら
れ

　
て
い
る
銅
泡
と
い
う
名
称
に
統
一
し
た
い
。
朝
鮮
で
は
、
豊
三
里
・
新
興
洞
な
ど
、

　
出
土
状
況
や
共
存
遺
物
が
よ
く
わ
か
っ
て
い
る
も
の
の
ほ
か
に
、
威
鏡
北
道
羅
津

　
市
草
島
（
認
維
津
草
島
原
始
遺
庶
跡
発
掘
報
止
口
』
一
九
五
六
、
ピ
ョ
ン
ヤ
ン
）
や
平

　
安
北
道
龍
川
郡
新
岩
里
（
金
愛
用
・
李
淳
鎮
「
一
九
六
五
年
度
新
山
里
遣
跡
発
掘

　
報
出
口
」
　
『
考
古
罠
俗
』
一
九
六
六
年
三
景
、
三
一
頁
、
ピ
ョ
ン
ヤ
ン
）
で
も
発
児

　
さ
れ
て
い
る
。
豊
龍
里
と
羅
津
華
島
出
土
品
は
酷
似
し
て
い
る
。
伴
出
の
土
器
や

　
石
棺
墓
の
関
係
か
ら
、
コ
マ
形
土
器
な
い
し
無
文
土
器
文
化
の
所
産
で
あ
る
こ
と

　
が
わ
か
る
。
新
興
澗
∵
新
岩
里
は
、
と
も
に
コ
マ
形
土
器
と
共
毒
し
て
い
る
。

⑲
徐
国
泰
「
新
興
洞
”
マ
形
土
器
住
居
跡
」
（
『
考
古
民
俗
』
一
九
六
閥
年
三
号
、

　
三
八
～
三
九
頁
）
ピ
ョ
ン
ヤ
ン
。

⑳
朝
鮮
科
学
院
考
古
学
研
究
所
（
掌
文
圏
・
有
光
教
一
抄
訳
）
「
羅
津
草
島
原
始

　
遣
跡
発
掘
報
告
」
（
『
朝
鮮
研
究
年
報
』
第
一
号
、
八
九
～
九
〇
頁
）
一
九
五
九
、

　
京
都
。

⑳
徐
爾
泰
「
前
掲
書
」
圏
二
頁
。

⑫
　
朝
鮮
科
学
院
考
古
学
研
究
所
『
江
楽
市
公
爵
里
原
始
遺
跡
発
掘
報
告
』
（
『
遺
跡

　
発
掘
報
告
』
第
六
集
、
八
六
頁
）
一
九
五
九
、
ピ
ョ
ン
ヤ
ン
。

⑳
　
朝
鮮
科
学
院
考
古
学
研
究
所
『
骨
無
五
洞
原
始
遺
跡
発
掘
青
螺
趨
（
『
遺
跡
発
掘

　
報
此
q
』
齢
弟
七
焦
小
、
六
七
頁
）
一
九
六
〇
、
ピ
ョ
ン
ヤ
ン
。

⑳
　
修
柱
磁
「
告
林
的
新
石
器
時
代
文
化
」
（
『
考
古
通
訊
』
一
九
五
五
年
第
二
期
、

　
八
頁
）
北
京
。

四
　
初
期
金
属
器
の
歴
史
的
位
置

　
前
節
で
資
料
を
羅
列
し
て
き
た
と
こ
ろ
に
よ
っ
て
、
朝
鮮
に
お
け

る
金
属
器
の
娼
現
が
、
朝
鮮
古
代
史
の
な
か
で
、
い
か
な
る
段
階
に

位
置
づ
け
ら
れ
る
か
を
考
え
て
み
よ
う
。

　
そ
こ
で
、
ま
ず
あ
げ
ら
れ
る
の
は
、
平
安
北
道
美
松
里
遺
跡
上
層

の
知
見
で
あ
る
。
そ
こ
で
は
、
コ
マ
形
土
器
と
と
も
に
銅
斧
が
出
土

し
、
前
記
し
た
よ
う
な
磨
製
石
器
を
共
捌
し
て
い
る
。
黄
海
北
道
新
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興
洞
遣
跡
の
住
三
跡
で
も
、
銅
泡
が
コ
マ
形
土
器
そ
の
他
、
磨
製
石

器
と
伴
出
し
た
。
平
安
霜
道
金
斜
里
遺
跡
の
住
居
跡
か
ら
出
た
雷
干

や
、
黄
海
北
道
上
梅
里
遺
跡
の
石
棺
墓
か
ら
発
見
さ
れ
た
壷
鐙
と
共

存
し
た
各
種
の
磨
製
石
器
は
、
コ
マ
形
土
器
文
化
の
な
か
に
見
出
し

う
る
。
ま
た
、
コ
マ
形
土
器
文
化
の
墓
葬
で
あ
る
石
温
潤
や
支
石
墓

か
ら
も
銅
利
器
が
出
て
い
る
例
は
、
右
の
上
芳
墨
石
棺
墓
（
銅
鎌
）
・

豊
欝
憤
石
棺
墓
（
銅
泡
）
の
例
の
ほ
か
に
、
黄
海
北
道
泉
谷
塁
石
棺

墓
や
黄
海
北
道
御
水
区
部
石
山
支
石
墓
か
ら
の
細
形
銅
剣
の
撮
土
例

を
あ
げ
る
こ
と
が
で
き
る
。
細
形
銅
剣
に
関
し
て
は
、
朝
鮮
の
コ
マ

形
土
器
の
あ
る
も
の
と
酷
似
す
る
土
器
が
、
中
国
の
遼
寧
省
旅
大
市

旅
指
口
区
歩
家
村
遺
跡
の
第
一
二
号
墓
か
ら
出
土
し
、
そ
れ
と
と
も

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
①

に
、
細
形
銅
剣
も
見
つ
か
っ
て
い
る
。
以
上
の
よ
う
な
事
実
は
、
先

き
に
あ
げ
た
遺
物
の
う
ち
、
銅
斧
・
銅
泡
・
銅
盤
・
諸
説
な
ど
が
、

コ
マ
形
土
器
文
化
に
属
す
る
こ
と
を
証
明
し
て
く
れ
る
。

　
一
方
、
御
鏡
南
道
永
興
邑
遺
跡
・
慶
尚
南
道
茂
漢
窯
支
石
墓
・
江

原
道
巨
津
里
遺
跡
・
慈
江
道
豊
龍
里
石
棺
墓
・
威
鏡
北
道
無
糖
草
島

遺
跡
あ
る
い
は
会
話
五
畜
遺
跡
な
ど
は
、
コ
マ
形
土
器
と
は
異
な
っ

た
無
文
士
器
を
出
土
す
る
遺
跡
で
あ
る
。
こ
の
無
文
土
器
と
コ
マ
形

土
器
を
比
較
す
る
と
、
両
者
に
類
似
性
も
見
出
せ
る
こ
と
、
ま
た
、

大
陸
的
な
磨
石
器
を
共
伴
す
る
こ
と
な
ど
か
ら
、
二
黒
の
同
時
性
が

首
肯
で
き
る
。
コ
マ
形
土
器
は
、
平
安
道
・
黄
海
道
を
中
心
と
し
て
、

京
畿
道
・
慶
尚
道
・
威
鏡
羨
道
・
忠
清
爾
道
で
も
知
ら
れ
て
い
る
。

無
文
土
器
は
、
成
鏡
北
道
を
は
じ
め
東
海
岸
地
方
、
な
い
し
は
南
鮮

に
多
く
分
布
し
て
い
る
。
も
ち
ろ
ん
、
二
者
の
土
器
を
詳
細
に
分
類

し
、
ま
た
、
編
年
も
行
な
え
ば
、
さ
ら
に
細
か
い
地
域
性
や
相
関
関

係
も
明
ら
か
に
な
る
で
あ
ろ
う
が
、
現
在
の
日
本
に
お
け
る
研
究
の

段
階
か
ら
、
ご
く
大
雑
把
に
言
え
ば
、
少
な
く
と
も
西
海
岸
地
方
の

コ
マ
形
土
器
文
化
と
、
東
海
岸
地
方
の
無
文
土
器
文
化
の
二
類
型
が

設
定
で
き
る
。
そ
し
て
、
両
者
の
関
係
は
、
櫛
歯
文
土
器
文
化
に
お

け
る
長
卵
形
土
器
文
化
と
平
底
土
器
文
化
の
二
類
型
と
も
対
応
し
て

く
る
。
櫛
歯
文
土
器
の
終
末
期
に
お
け
る
様
相
や
土
器
に
随
伴
す
る

文
化
内
容
が
、
コ
マ
形
土
器
な
い
し
無
文
土
器
文
化
に
継
承
さ
れ
て

い
る
点
も
少
な
か
ら
ず
指
摘
で
き
る
事
実
か
ら
言
っ
て
、
右
の
見
解

の
妥
当
で
あ
る
こ
と
が
わ
か
る
。
中
国
遼
寧
省
付
近
に
お
い
て
、
形

態
だ
け
で
な
く
、
広
口
壷
と
長
頸
壷
の
組
み
合
わ
せ
の
点
で
も
、
コ

マ
形
土
器
に
酷
似
す
る
土
器
に
、
朝
鮮
に
も
あ
る
青
銅
器
を
伴
な
っ

て
い
る
こ
と
か
ら
考
え
る
と
、
朝
鮮
に
お
い
て
、
櫛
歯
文
土
器
文
化

か
ら
、
コ
マ
形
土
器
な
い
し
無
文
土
器
文
化
に
移
行
し
た
と
き
か
ら
、
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青
銅
器
が
出
現
し
た
こ
と
が
考
え
ら
れ
る
。

　
と
こ
ろ
で
、
さ
き
に
あ
げ
た
資
料
を
み
る
と
、
金
難
曲
の
銅
墾
は

朝
鮮
独
特
の
形
式
を
も
っ
て
い
る
。
中
國
を
は
じ
め
北
方
周
辺
地
域

の
も
の
は
、
ほ
と
ん
ど
尾
柄
部
に
盤
を
も
つ
形
式
で
あ
る
が
、
金
難

旧
例
の
よ
う
な
旛
平
な
形
式
は
、
稀
有
な
も
の
で
あ
る
。
同
じ
よ
う

な
形
態
を
し
、
ま
た
、
用
途
か
ら
い
っ
て
も
同
じ
機
能
を
果
た
す
も

の
は
、
磨
製
の
扁
平
片
刃
石
斧
に
、
相
当
す
る
。
こ
の
事
実
は
、
銅
墾

が
磨
製
扁
平
片
刃
石
斧
に
由
来
し
、
ま
た
、
朝
鮮
で
製
作
さ
れ
た
こ

と
を
も
推
測
さ
せ
る
こ
と
に
な
る
。
朝
鮮
で
当
初
か
ら
青
銅
器
が
鋳

造
さ
れ
た
か
ど
う
か
の
周
題
に
つ
い
て
は
、
こ
れ
ま
た
さ
き
に
資
料

を
例
示
し
た
事
実
、
す
な
わ
ち
、
永
興
醗
の
斧
箔
、
心
添
里
・
草
芙

里
で
の
剣
箔
、
巨
遊
里
の
磁
器
、
永
興
愚
の
鐸
箔
な
ど
の
諸
豪
に
よ

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
②

っ
て
、
鋳
造
に
よ
る
製
作
が
実
証
さ
れ
る
。

　
銅
泡
に
つ
い
て
は
、
銘
箔
が
威
鏡
北
道
鐘
城
郡
三
峯
里
の
石
羅
時

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
③

代
遺
物
散
布
地
で
採
集
さ
れ
て
い
る
（
図
1
0
）
。
長
さ
約
四
・
五
。
瞼
、

幅
三
三
・
五
㎝
強
、
厚
さ
約
一
㎝
余
の
長
方
板
の
二
面
に
箔
が
あ
る
。

一
面
の
も
の
は
半
球
形
で
あ
る
が
、
他
面
の
も
の
は
八
角
形
の
各
辺

が
若
干
内
湾
す
る
平
面
形
を
な
し
、
半
球
形
に
近
い
曲
面
に
は
八
本

の
稜
線
が
放
射
状
に
走
る
も
の
で
あ
る
。
そ
の
う
え
、
全
体
に
小
形

で
あ
る
こ
と
も
あ
わ
せ
比
較
す
る
と
、
楽
浪
漢
墓
か
ら
の
出
土
品
に

近
い
も
の
で
あ
る
。
し
か
し
、
石
器
時
代
遺
物
散
布
地
に
お
い
て
採

集
さ
れ
た
こ
と
や
、
楽
浪
郡
時
代
の
遺
跡
を
も
た
な
い
濃
縮
北
道
に

あ
っ
て
は
、
漢
の
楽
浪
郡
時
代
の
も
の
で
な
く
、
コ
マ
形
土
器
併
行

の
無
文
土
器
文
化
の
所
産
と
考
え
る
こ
と
に
は
蓋
然
性
が
強
い
。
さ

き
の
雲
鏡
の
諸
例
の
鋳
箔
と
し
て
関
連
づ
け
る
こ
と
も
可
能
で
あ
ろ

う
。
こ
れ
ら
各
種
の
鋳
箔
に
関
連
し
て
想
起
さ
れ
る
の
は
、
評
語
草

島
遺
跡
の
第
一
発
掘
坑
の
第
一
〇
穴
よ
り
鐵
た
青
銅
の
種
無
の
か
た

　
　
　
　
　
　
　
　
　
④

ま
り
二
個
の
こ
と
で
あ
る
。
こ
れ
に
つ
い
て
も
、
周
辺
か
ら
鉄
製
品

の
破
片
が
少
な
か
ら
ず
存
在
し
た
と
い
う
。
そ
の
中
に
や
や
時
代
の

降
り
る
も
の
も
あ
る
と
い
う
の
で
、
こ
の
下
津
を
も
っ
て
に
わ
か
に

無
文
土
器
文
化
に
お
け
る
脊
銅
器
の
鋳
造
と
結
び
つ
け
る
こ
と
は
避

け
た
い
が
、
記
憶
し
て
お
い
て
よ
い
事
実
と
い
え
よ
う
。
こ
の
よ
う

に
見
て
く
る
と
、
銅
斧
・
銅
泡
の
な
か
に
は
、
朝
鮮
の
周
辺
か
ら
の

輸
入
融
も
あ
ろ
う
が
、
大
部
分
の
青
銅
器
は
か
な
り
早
い
段
階
か
ら
、

朝
鮮
に
お
い
て
製
作
さ
れ
て
い
た
こ
と
に
な
っ
て
く
る
。

　
鉄
器
に
つ
い
て
も
、
会
寧
五
鼎
遺
跡
繊
土
鋳
造
鉄
斧
の
よ
う
な
三

等
は
、
平
安
南
道
春
山
郡
と
大
同
郡
斧
山
面
で
知
ら
れ
て
い
る
。

　
こ
の
よ
う
に
、
技
術
的
に
は
青
銅
器
さ
ら
に
は
ま
た
鉄
器
の
製
作
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朝鮮における金属器の起源問題（西谷）

が
可
能
な
段
階
に
な
っ
て
い
た
が
、
原
料
の
不
足
な
ど
の
理
由
で
、

コ
マ
形
土
器
お
よ
び
無
文
土
器
文
化
に
あ
っ
て
は
、
金
属
器
の
充
分

な
発
展
は
見
ら
れ
て
い
な
い
。
そ
れ
は
、
各
種
の
磨
製
石
器
が
豊
富

に
使
わ
れ
、
ま
た
、
次
に
示
す
よ
う
な
青
銅
器
を
模
倣
し
た
石
製
品

あ
る
い
は
土
製
晶
が
あ
る
こ
と
か
ら
う
か
が
わ
れ
る
。
初
期
金
属
器

文
化
の
段
階
に
お
い
て
、
金
属
利
器
が
原
料
や
技
術
の
不
足
を
補
う

も
の
と
し
て
石
製
化
さ
れ
る
こ
と
は
、
ヨ
ー
ロ
ッ
パ
や
東
ア
ジ
ア
な

ど
で
し
ば
し
ば
み
ら
れ
る
。
と
く
に
、
銅
剣
を
石
で
模
倣
し
て
つ
く

っ
た
石
剣
は
、
朝
鮮
に
お
い
て
著
し
く
発
達
し
た
。
そ
の
間
の
事
情

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
⑤

は
、
有
光
教
一
博
士
の
詳
細
な
研
究
に
よ
っ
て
知
る
こ
と
が
で
き
る
。

　
両
翼
有
茎
石
器
は
、
上
梅
里
石
建
墓
出
土
の
銅
鎌
と
形
態
的
に
酷

似
し
、
遼
寧
方
面
の
青
銅
短
剣
墓
出
土
銅
鎌
…
な
ど
と
の
関
連
か
ら
発

生
し
た
も
の
と
考
え
ら
れ
る
。
こ
の
石
鎌
は
、
特
異
な
形
態
で
実
例

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
⑥
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
⑦

は
少
な
く
、
慈
江
道
江
界
落
話
貴
息
、
慶
尚
北
道
豊
州
市
付
近
な
ど

二
、
三
の
遺
跡
で
知
ら
れ
る
に
す
ぎ
な
い
。

　
星
形
斧
は
、
棍
棒
頭
と
し
て
使
用
さ
れ
た
と
考
え
ら
れ
る
多
頭
石

器
の
こ
と
を
い
う
。
こ
れ
に
は
二
種
あ
っ
て
、
扁
平
な
環
石
の
周
縁

に
、
長
短
さ
ま
ざ
ま
な
数
個
の
突
起
を
も
っ
て
い
る
も
の
（
放
射
型
）

と
、
猿
岩
塁
出
土
の
も
の
の
よ
う
に
、
突
起
が
上
下
一
一
段
に
付
さ
れ

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
⑧

て
い
る
も
の
（
塊
状
型
）
と
に
分
け
ら
れ
て
い
る
。
と
く
に
、
塊
状

型
の
多
頭
石
器
に
つ
い
て
は
、
水
野
清
一
博
士
に
よ
っ
て
、
繧
遠
青

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
⑨

銅
器
の
な
か
の
青
銅
製
棍
棒
頭
類
と
の
密
接
な
関
係
が
推
定
さ
れ
た
。

こ
の
特
異
な
星
形
石
斧
が
、
青
銅
製
贔
を
模
倣
し
た
も
の
で
あ
る
こ

と
は
充
分
考
え
ら
れ
る
。
以
上
の
よ
う
な
石
製
品
ば
か
り
で
な
く
、

土
製
化
も
さ
れ
た
よ
う
で
あ
る
。
威
鏡
北
道
茂
山
邑
虎
谷
で
は
、
要

諦
を
模
し
た
と
考
え
ら
れ
る
二
形
土
製
贔
（
図
6
）
が
出
土
し
て
い

⑯
る
。　

さ
て
、
朝
鮮
青
銅
器
の
出
土
状
況
を
見
る
と
、
墳
墓
か
ら
の
出
土

が
圧
倒
的
に
多
く
、
住
居
跡
か
ら
の
発
見
は
僅
少
で
あ
る
。
墳
墓
か

ら
の
発
見
の
場
合
に
限
っ
て
惑
え
ば
、
と
く
に
青
銅
器
を
含
む
も
の

が
、
際
立
っ
た
存
在
を
な
す
も
の
は
な
い
。

　
そ
の
点
で
、
や
が
て
土
墳
墓
が
築
造
さ
れ
る
よ
う
に
な
る
と
、
多

種
多
様
の
金
属
器
の
集
中
化
が
目
立
っ
て
く
る
が
、
そ
の
状
況
と
比

較
し
て
、
前
段
階
に
あ
た
る
コ
マ
形
土
器
な
い
し
無
文
土
器
文
化
に

お
け
る
社
会
構
成
が
、
原
始
共
同
体
的
な
性
格
を
も
っ
て
い
た
こ
と

を
推
定
さ
せ
る
。
ま
た
、
住
居
跡
の
あ
り
方
か
ら
見
る
と
、
い
く
つ

か
が
集
合
し
て
お
り
、
農
耕
を
生
産
基
盤
と
す
る
こ
と
か
ら
く
る
一

つ
の
地
縁
的
な
共
阿
体
が
、
櫛
歯
文
土
器
時
代
以
来
の
氏
族
的
な
結
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合
の
う
え
に
形
成
さ
れ
て
い
た
こ
と
が
う
か
が
わ
れ
る
。
と
こ
ろ
が
、

支
石
墓
と
く
に
北
方
式
の
黒
雲
を
例
に
と
る
と
、
北
方
式
支
石
墓
が

一
個
所
に
群
在
す
る
と
こ
ろ
が
少
な
く
な
い
。
そ
の
場
合
に
そ
の
数

　
　
⑪
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
⑫

は
多
く
、
一
個
所
に
三
～
一
〇
基
が
群
集
す
る
こ
と
が
最
も
多
い
。

ま
た
、
群
発
す
る
も
の
の
な
か
に
は
、
特
に
大
形
の
も
の
が
少
な
く

　
⑬

な
い
。
石
棺
墓
に
つ
い
て
は
、
一
遺
跡
に
一
、
二
基
の
割
舎
で
発
見

さ
れ
る
こ
と
が
多
く
、
一
遺
跡
に
三
蓋
以
上
密
集
し
て
い
る
の
は
北

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
⑩

方
式
で
は
楚
風
面
の
三
基
位
の
こ
と
で
あ
る
。
支
石
墓
の
被
葬
者
と

そ
の
支
石
墓
を
生
み
だ
し
た
集
落
構
造
と
の
関
係
は
わ
か
ら
な
い
が
、

三
上
次
男
博
士
は
「
元
来
北
方
式
支
石
墓
は
巨
石
を
組
合
せ
積
み
上

げ
て
構
築
す
る
も
の
で
あ
る
か
ら
、
そ
の
築
造
の
た
め
の
大
き
な
労

働
力
を
要
し
た
で
あ
ろ
う
こ
と
は
、
筆
者
の
前
々
か
ら
述
べ
て
い
る

通
り
で
あ
る
。
し
か
も
、
北
方
式
支
石
墓
は
南
方
式
と
異
り
、
個
人

墓
で
あ
る
の
で
あ
る
か
ら
、
こ
れ
を
築
造
し
え
た
人
物
は
、
弁
当
大

き
な
権
力
の
所
有
者
と
し
な
け
れ
ば
な
る
ま
い
」
と
考
え
て
い
る
。

し
か
し
、
支
石
墓
が
つ
く
ら
れ
て
い
る
か
ら
と
い
っ
て
、
直
接
的
に

権
力
者
に
結
び
つ
け
る
こ
と
は
で
き
な
い
。
凝
り
に
一
つ
の
竪
穴
式

住
居
が
単
婚
家
族
か
ら
な
る
も
の
と
考
え
る
場
合
、
そ
の
う
ち
の
一

人
例
え
ば
茸
長
が
支
石
墓
に
葬
ら
れ
る
と
し
て
も
、
彼
は
階
級
的
な

権
力
者
と
は
い
え
な
い
。
ま
た
、
｛
単
婚
家
族
で
は
築
造
す
る
だ
け

の
労
働
力
を
も
た
ず
、
他
の
家
族
の
助
力
を
要
し
た
と
し
て
も
、
そ

の
被
葬
者
を
た
だ
ち
に
権
力
者
と
は
言
え
な
い
。
要
は
単
婚
家
族
間

の
関
係
が
問
題
で
あ
っ
て
、
そ
の
関
係
が
対
等
の
も
の
で
あ
り
、
相

互
扶
助
的
に
支
石
墓
を
築
造
す
る
こ
と
も
あ
り
う
る
の
で
あ
る
。
こ

の
こ
と
を
考
古
学
的
に
実
証
す
る
こ
と
は
難
し
い
が
、
初
期
農
業
の

段
階
で
は
、
原
始
共
同
体
的
縫
会
構
成
で
、
支
石
墓
の
築
造
も
個
々

の
共
岡
体
成
員
の
墳
墓
と
し
て
、
共
同
体
的
労
働
と
し
て
行
な
わ
れ

る
こ
と
も
あ
り
う
る
。
し
か
し
、
こ
の
よ
う
な
原
始
共
同
体
の
段
階

で
も
、
共
同
体
か
ら
民
主
的
に
選
ば
れ
た
首
長
の
存
在
は
充
分
考
え

ら
れ
る
。
そ
の
機
能
と
し
て
は
、
原
始
農
業
経
営
の
指
揮
者
、
農
業

祭
認
の
罰
縁
者
、
あ
る
い
は
、
他
の
集
団
と
の
外
交
官
な
ど
で
あ
る
。

こ
の
よ
う
な
首
長
も
生
産
力
の
発
展
に
と
も
な
っ
て
、
個
人
的
な
富

を
こ
や
し
、
や
が
て
は
階
級
的
な
支
配
者
と
な
っ
て
い
く
こ
と
が
考

え
ら
れ
る
。
こ
う
し
た
首
長
か
ら
支
配
港
へ
の
変
化
の
過
程
で
、
群

在
す
る
支
石
墓
の
な
か
に
、
ひ
と
き
わ
大
形
の
も
の
を
生
み
出
し
て

い
あ
で
は
な
か
ろ
デ
ゆ
さ
き
に
み
た
金
属
器
の
資
料
に
関
す
る

限
り
は
、
金
属
器
が
首
長
墓
的
な
も
の
と
結
び
つ
い
て
い
な
い
が
、

金
属
器
が
多
く
の
磨
製
石
器
に
ま
じ
っ
て
散
見
し
て
く
る
こ
と
は
、
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こ
う
し
た
首
長
や
支
配
者
が
、
他
の
集
願
と
く
に
、
北
方
的
な
遊
牧

民
と
の
接
触
の
場
合
に
、
共
同
体
の
代
表
者
と
し
て
事
に
あ
た
り
、

　
　
　
　
　
　
　
　
　
⑯

そ
の
際
に
、
記
念
品
的
に
金
属
器
の
一
部
を
手
に
入
れ
、
ま
た
、
そ

の
過
程
で
新
し
い
金
属
器
へ
の
欲
求
も
繊
て
く
る
の
で
は
な
か
ろ
う

か
。　

次
に
、
初
期
の
青
銅
器
の
種
類
を
見
よ
う
。
さ
き
に
資
料
を
例
示

し
た
よ
う
に
、
僅
か
な
資
料
の
な
か
で
は
、
銅
盤
や
鋼
鐸
な
ど
、
装
，

飾
品
的
な
い
し
祭
紀
品
的
な
も
の
が
も
っ
と
も
多
く
、
次
に
、
銅

鎌
…
・
銅
斧
・
鋼
剣
な
ど
の
武
器
類
が
あ
り
、
銅
馨
の
よ
う
な
工
具
は

も
っ
と
も
少
な
い
。
ま
し
て
や
、
農
耕
関
係
の
金
属
器
は
皆
無
で
、

経
済
生
活
に
つ
な
が
る
直
接
的
な
生
産
用
具
と
し
て
は
使
用
さ
れ
て

い
な
い
。
そ
こ
に
、
金
属
器
の
受
容
の
し
か
た
に
問
題
が
あ
る
。
一

般
的
な
生
産
用
具
は
磨
製
石
器
で
あ
っ
て
、
金
属
器
は
僅
少
な
も
の

で
あ
っ
た
。
そ
の
稀
少
性
が
、
金
属
器
を
し
て
儀
器
的
な
方
向
へ
昇

華
さ
せ
る
結
果
と
な
り
、
し
た
が
っ
て
ま
た
、
上
に
み
た
よ
う
な
共

同
体
首
長
の
所
有
物
と
な
っ
て
い
っ
た
の
で
あ
ろ
う
。

　
解
放
後
の
朝
鮮
考
古
学
界
に
お
い
て
、
青
銅
器
時
代
の
存
否
が
問

題
と
な
り
、
結
局
、
新
石
器
時
代
に
継
起
し
て
、
青
銅
器
時
代
が
設
定

さ
れ
る
に
い
た
っ
た
。
そ
の
間
の
血
清
に
つ
い
て
は
、
充
分
理
解
で

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
⑫

き
な
い
が
、
金
用
野
博
士
の
考
え
方
を
例
に
と
れ
ば
、
細
形
銅
剣
を

使
用
し
た
住
民
は
す
で
に
鉄
器
時
代
の
住
民
で
あ
る
と
考
え
て
い
る
。

そ
し
て
、
慈
江
道
豊
龍
里
で
銅
泡
を
出
し
た
路
費
墓
と
酷
似
す
る
吉

林
省
騒
達
溝
の
遺
物
綜
態
に
つ
い
て
は
、
騒
達
鯉
山
容
子
の
鉄
の
痕

跡
だ
け
で
は
、
青
銅
短
剣
を
出
す
墳
墓
と
は
同
一
で
な
い
と
し
て
、

そ
れ
を
青
銅
器
時
代
の
所
産
と
し
て
示
唆
し
て
い
る
。
し
た
が
っ
て
、

騒
達
溝
の
文
化
綜
態
と
親
縁
性
の
あ
る
姜
松
里
上
慶
す
な
わ
ち
コ
マ

形
土
器
文
化
を
青
銅
器
時
代
と
考
え
、
青
銅
短
剣
墓
を
鉄
器
時
代
の

所
産
と
し
て
対
比
さ
せ
て
い
る
。
金
無
冠
博
土
の
考
え
方
の
背
景
に

は
、
青
息
器
時
代
か
ら
鉄
器
時
代
へ
と
い
う
世
界
史
的
な
シ
鳳
ー
マ

に
当
て
は
め
よ
う
と
す
る
意
図
に
影
響
さ
れ
て
い
る
よ
う
に
考
え
ら

れ
る
。
し
か
し
、
な
る
ほ
ど
豊
龍
塁
や
騒
達
溝
の
石
棺
墓
と
、
青
銅

短
剣
墓
と
は
、
同
一
で
な
く
、
大
い
に
相
違
点
を
認
め
る
が
、
そ
れ

は
被
葬
者
の
性
格
が
歴
史
的
な
過
程
を
経
て
変
質
し
た
結
果
で
あ
る
。

だ
か
ら
と
い
っ
て
、
石
亡
霊
を
青
銅
器
時
代
と
し
、
青
銅
短
剣
墓
を

鉄
器
時
代
と
考
え
る
必
然
性
は
な
い
。
騒
達
仁
山
咀
子
一
号
棺
は
、

前
に
も
ふ
れ
た
よ
う
に
、
鉄
器
の
痕
跡
ば
か
り
で
な
く
、
鉄
器
そ
の

も
の
の
破
片
が
出
土
し
て
い
る
。
ま
た
、
無
筆
短
剣
墓
に
つ
い
て
も
、

鉄
製
利
器
と
と
も
に
、
青
銅
利
器
も
含
ん
で
い
る
。
金
包
牙
博
士
の
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論
法
で
い
け
ば
、
コ
マ
形
土
器
文
化
に
お
け
る
僅
か
な
青
銅
器
や
そ

の
痕
跡
か
ら
だ
け
で
は
、
青
銅
器
時
代
の
設
定
が
嗣
難
に
な
っ
て
く

る
の
で
は
な
か
ろ
う
か
。
青
銅
器
時
代
を
規
定
す
る
た
め
に
は
、
有

光
教
一
博
士
が
指
摘
し
て
い
る
よ
う
に
、
金
属
器
の
原
料
を
不
断
に

供
給
し
、
専
門
工
人
を
独
立
さ
せ
、
ま
た
、
一
定
の
供
給
ル
ー
ト
が

あ
る
よ
う
な
社
会
機
構
を
も
ち
、
ま
た
、
金
属
器
が
利
器
の
大
部
分

を
占
め
る
よ
う
な
状
況
に
な
っ
た
と
き
、
は
じ
め
て
青
銅
器
時
代
と

か
、
鉄
器
時
代
と
か
い
え
る
の
で
あ
る
。
技
術
史
を
論
じ
る
場
合
は

と
も
か
く
、
と
く
に
、
中
国
文
明
の
周
辺
地
域
に
あ
っ
て
、
ヨ
ー
ロ

ヅ
バ
流
の
青
銅
器
時
代
と
か
鉄
羅
時
代
と
い
う
問
題
を
論
じ
る
こ
と

は
あ
ま
り
意
味
の
あ
る
こ
と
で
は
な
い
と
思
う
。
む
し
ろ
大
事
な
こ

と
は
、
金
属
器
の
出
現
や
進
歩
の
過
程
と
か
、
そ
の
結
果
、
社
会
の

発
展
に
ど
う
有
機
的
に
関
連
す
る
か
と
い
っ
た
問
題
を
議
論
す
べ
き

で
は
な
い
か
と
思
う
。

　
①
金
器
珂
・
獣
類
黒
門
紀
元
前
千
年
紀
葡
半
期
の
古
朝
鮮
文
化
」
（
『
考
古
民
俗
』

　
　
一
九
山
ハ
七
年
二
蕊
々
、
　
ゴ
一
頁
）
ピ
ョ
ン
ヤ
ン
。

　
②
こ
の
ほ
か
、
平
安
北
道
寧
辺
郡
梧
黒
面
二
二
里
（
鐡
）
、
京
畿
多
雪
陽
郡
元
堂

　
　
里
（
矛
）
、
全
羅
南
道
霊
厳
郡
霊
厳
錘
（
文
・
剣
・
斧
・
難
な
ど
）
等
々
に
お
い

　
　
て
、
錆
萢
が
発
見
さ
れ
て
い
る
が
、
そ
れ
ら
は
朝
鮮
青
銅
器
の
発
展
期
の
も
の
と

　
　
考
え
ら
れ
る
の
で
、
起
源
問
題
か
ら
は
一
応
除
外
し
て
お
く
。

　
③
黄
華
徳
一
更
鏡
北
道
地
方
石
器
時
代
の
遺
跡
と
遺
物
②
」
（
『
文
化
遺
産
』
一
九

　
五
七
年
二
階
万
、
　
山
ハ
ゴ
一
頁
）
　
ピ
ョ
ン
ヤ
ン
。

④
朝
鮮
科
学
院
考
古
学
研
究
所
（
陰
文
魍
・
有
光
教
一
抄
訳
）
「
羅
津
草
島
原
始

　
遺
跡
発
掘
報
告
」
（
『
朝
鮮
研
究
年
報
』
第
～
号
、
九
〇
頁
）
一
九
五
九
、
京
都
。

⑤
有
光
教
一
『
朝
鮮
磨
製
石
剣
の
研
究
』
（
『
京
都
大
学
文
学
部
考
古
学
叢
書
』
第

　
二
冊
）
一
九
蓋
九
、
点
都
。

⑥
朝
鮮
科
学
院
考
古
学
研
究
所
『
江
界
市
公
貴
里
原
始
遺
跡
発
掘
報
省
』
ハ
『
遺
跡

　
発
掘
報
告
』
第
六
集
、
図
版
一
八
の
九
）
一
九
五
九
、
ピ
ョ
ン
ヤ
ン
。

⑦
斎
藤
忠
「
慶
州
付
近
発
見
の
磨
石
器
」
（
『
考
古
学
』
第
八
巻
第
七
号
、
第
一
図

　
八
）
一
九
三
七
、
京
都
。

⑧
田
村
晃
一
「
朝
鮮
半
島
の
角
形
土
器
と
そ
の
石
器
」
（
『
考
古
学
研
究
』
第
一
〇

　
巻
第
二
号
、
一
〇
頁
）
一
九
六
三
、
岡
肉
。

⑨
水
野
清
一
「
塊
状
多
頭
石
羅
」
（
『
人
類
学
雑
誌
』
第
五
〇
巻
第
五
号
）
一
九
三

　
五
年
、
東
京
。
　
　
　
・

⑩
黄
基
徳
「
茂
山
昆
虎
谷
原
始
遺
跡
発
掘
中
問
報
告
」
（
『
文
化
遺
産
』
一
九
六
〇

　
年
一
号
、
六
九
頁
）
ピ
ョ
ン
ヤ
ン
。

⑪
　
三
上
次
男
「
衛
氏
朝
鮮
国
の
政
治
・
社
会
的
性
格
」
　
（
『
中
国
古
代
史
の
諸
問

　
題
』
所
双
、
二
一
＝
頁
）
一
九
五
四
、
東
京
。

⑫
三
上
次
男
糧
満
鮮
原
始
墳
墓
の
研
究
』
七
六
頁
）
一
九
六
一
、
東
京
。

⑬
　
三
上
次
男
讐
衛
氏
朝
鮮
国
の
政
治
・
社
会
的
性
格
」
二
二
一
百
ハ
。

⑭
　
三
上
次
男
『
満
鮮
原
始
墳
墓
の
研
究
』
六
〇
四
頁
。

⑮
　
西
谷
正
「
朝
鮮
に
お
け
る
墳
丘
の
形
成
」
ρ
『
歴
史
教
育
』
第
一
五
巻
第
三
号
、

　
六
〇
頁
）
一
九
六
七
、
棄
京
。

⑯
惑
星
を
例
に
と
る
と
、
も
と
も
と
馬
具
の
飾
金
具
と
し
て
、
面
撃
な
ど
に
飾
り

　
っ
け
ら
れ
た
も
の
で
、
中
園
の
股
代
か
ら
始
ま
り
、
後
漢
に
も
見
ら
れ
る
も
の
で

　
あ
る
。
も
ち
ろ
ん
、
洞
時
代
の
北
方
地
方
に
も
し
ば
し
ば
見
ら
れ
る
も
の
で
あ

　
る
。
薦
繋
な
ど
の
飾
金
具
と
し
て
、
多
数
が
セ
ッ
ト
と
し
て
使
わ
れ
る
の
が
普
逓

　
で
あ
る
が
、
朝
鮮
の
場
合
、
ほ
と
ん
ど
単
独
の
出
土
で
あ
っ
て
、
本
来
の
機
能
を

100 （874）



朝鮮における金属緊の起源問題（西谷）

　
離
れ
て
宝
器
酌
あ
る
い
は
記
念
品
的
に
な
っ
て
き
て
い
る
の
で
は
な
い
か
と
思

　
塾
つ
。

⑰
　
主
用
耳
（
李
進
熈
訳
）
　
「
美
松
塁
遺
蹟
の
考
古
学
上
の
位
澱
…
年
代
論
を
中
心

　
と
し
て
一
）
（
『
考
古
学
雑
誌
隔
第
五
〇
巻
心
一
号
、
六
六
頁
）
　
一
九
六
四
、
東
京
。

⑲
　
西
谷
が
か
っ
て
発
表
し
た
論
文
（
「
朝
鮮
に
お
け
る
い
わ
ゆ
る
土
壌
墓
と
初
期

　
金
属
器
に
つ
い
て
」
　
『
考
古
学
研
究
』
第
一
三
巻
第
二
号
）
の
な
か
で
、
細
形
銅

　
剣
の
時
期
に
つ
い
て
、
初
期
金
属
器
と
い
う
言
葉
を
使
用
し
た
こ
と
に
対
し
て
、

　
最
近
、
二
丁
粁
・
黄
基
徳
両
博
土
か
ら
、
い
ま
だ
に
、
以
前
の
繕
言
主
義
御
用
学

　
者
め
古
い
「
学
説
」
を
踏
襲
し
て
い
る
と
し
て
批
判
を
受
け
た
（
金
用
珊
・
黄
基

　
徳
「
前
掲
鍛
日
」
　
一
三
頁
）
。
私
が
初
期
金
属
器
と
い
っ
た
の
は
、
鉄
器
が
完
全
に

　
普
遍
化
す
る
三
国
時
代
の
前
段
階
に
お
け
る
、
初
期
の
金
属
器
金
般
を
包
括
す
る

　
意
味
で
使
っ
た
の
で
あ
る
。
も
ち
ろ
ん
、
コ
マ
形
な
い
し
無
文
土
暴
時
代
の
あ
る

　
段
階
か
ら
、
鉄
難
が
繊
現
し
て
く
る
と
想
像
さ
れ
る
が
、
コ
マ
形
な
い
し
無
文
土

　
器
時
代
の
詳
維
な
編
年
が
確
立
し
て
い
な
い
現
在
、
い
っ
か
ら
鉄
器
疇
代
に
入
い

　
る
か
を
明
ら
か
に
し
え
な
い
の
で
甥
定
的
に
使
用
し
て
い
る
。
ま
た
、
本
文
で
述

　
べ
た
理
磁
か
ら
雷
っ
て
も
、
青
鋼
器
時
代
あ
る
い
は
鉄
器
時
代
の
云
々
は
あ
ま
り

　
意
味
の
あ
る
こ
と
で
は
な
い
と
思
う
か
ら
で
あ
る
。

五
　
金
属
器
の
系
譜
と
そ
の
背
景

　
次
に
、
こ
れ
ま
で
見
て
き
た
よ
う
な
金
属
器
な
い
し
は
、
そ
の
影

響
の
も
と
に
生
ま
れ
た
磨
製
石
器
の
系
譜
に
つ
い
て
考
え
て
み
た
い
。

　
銅
墾
に
つ
い
て
は
、
す
で
に
ふ
れ
た
よ
う
に
自
生
な
い
し
朝
鮮
で

の
製
作
品
の
可
能
性
が
強
い
の
で
除
外
す
る
と
し
て
、
美
松
里
発
見

の
銅
斧
は
、
類
似
の
も
の
が
吉
林
省
・
遼
寧
省
・
内
蒙
古
自
治
区
に
お

い
て
認
め
ら
れ
る
。
す
な
わ
ち
、
そ
の
遺
跡
を
列
挙
す
れ
ば
、
吉
林
省

　
　
　
　
　
　
　
①
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
②

樺
午
前
二
道
臣
子
石
棺
墓
・
吉
林
省
乱
髪
溝
石
棺
墓
、
内
蒙
古
自
治

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
③

区
昭
薄
塩
盟
赤
峰
頬
紅
山
裾
第
一
住
地
（
錯
箔
）
・
内
蒙
古
自
治
区
昭

　
　
　
　
　
　
　
　
④
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
⑤

烏
達
盟
寧
日
県
南
山
根
、
遼
寧
省
撫
順
衛
大
彩
房
石
棺
墓
・
遼
寧
省

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
⑥

牧
羊
五
宮
量
子
塑
周
墓
及
び
劉
毒
忌
石
室
・
遼
寧
省
西
豊
愚
母
善
郷

　
　
　
　
　
　
⑦
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
⑧

執
中
村
西
薬
園
・
遼
寧
省
錦
西
県
内
金
環
・
遼
寧
省
旅
大
市
旅
順
口

　
　
　
　
　
　
⑨
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
⑩

区
影
野
無
籍
石
室
・
遼
寧
省
落
陽
市
鄭
家
灘
子
第
一
地
点
・
遼
寧
省

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
⑪

朝
陽
県
十
二
台
懐
子
竪
穴
式
石
室
な
ど
で
あ
る
。
銅
斧
そ
の
も
の
の

類
似
品
は
、
管
見
に
ふ
れ
た
だ
け
で
も
か
な
り
の
例
が
知
ら
れ
る
。

　
そ
こ
で
、
銅
斧
を
出
土
し
た
遺
跡
を
通
観
す
る
と
、
そ
の
中
に
は

大
体
二
つ
の
異
な
っ
た
性
格
の
遺
跡
に
分
け
ら
れ
る
。
た
と
え
ば
、

吉
林
の
二
道
劒
子
・
騒
達
溝
、
遼
寧
の
大
彩
房
な
ど
で
は
、
磨
製
石

器
を
伴
出
す
る
が
、
そ
の
点
で
は
朝
鮮
の
美
松
里
と
共
通
し
、
石
棺

墓
と
い
う
点
で
も
、
美
松
里
を
含
む
朝
鮮
コ
マ
形
土
器
文
化
の
墓
翻

と
共
通
性
が
見
ら
れ
る
。
内
蒙
古
赤
峰
紅
山
後
の
場
合
、
磨
製
石
器

と
斧
箔
を
出
し
た
第
一
住
地
に
対
応
す
る
石
棺
墓
が
知
ら
れ
て
い
る
。

遼
馬
丁
内
蒙
古
・
吉
林
の
銅
斧
を
出
し
た
石
棺
墓
は
、
朝
鮮
の
同
種

の
も
の
と
比
較
し
た
と
き
、
潜
思
の
み
な
ら
ず
、
伴
出
の
磨
製
石
器

や
石
棺
墓
と
い
う
薄
層
形
式
に
お
い
て
も
、
文
化
黒
黒
的
に
共
通
性
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が
み
ら
れ
る
。
こ
れ
に
対
し
て
も
う
一
方
の
、
内
蒙
古
の
南
山
根
、

遼
寧
省
の
牧
羊
・
城
・
播
磨
塘
・
盾
浮
城
〔
駅
・
十
二
台
営
子
・
な
ど
は
、

朝
鮮
の
も
の
と
は
、
銅
斧
そ
の
も
の
に
お
い
て
も
多
少
の
門
違
を
認

め
る
が
、
純
粋
の
青
銅
器
文
化
で
あ
る
。
墳
墓
形
式
に
つ
い
て
も
、

石
室
・
土
城
墓
な
ど
で
あ
っ
て
、
朝
鮮
の
コ
マ
形
土
器
文
化
の
墓
制

と
は
綜
態
的
に
粗
賭
す
る
の
で
あ
る
。

　
こ
の
よ
う
な
関
係
は
、
銅
泡
に
つ
い
て
も
言
え
る
こ
と
で
あ
る
。

磨
製
石
器
を
伴
出
し
、
石
棺
墓
な
ど
を
墓
制
と
す
る
朝
鮮
コ
マ
形
土

器
文
化
と
共
通
す
る
性
質
の
遺
跡
を
あ
げ
る
と
、
吉
林
省
騒
達
溝
、

内
蒙
古
赤
峰
市
紅
山
後
石
棺
墓
な
ど
が
あ
る
。
一
方
、
青
銅
器
の
み

を
出
す
遺
跡
か
ら
銅
泡
を
出
し
て
い
る
の
は
、
先
に
あ
げ
た
諸
遺
跡

の
う
ち
、
内
蒙
古
の
爾
山
根
、
遼
寧
省
の
鳥
金
塘
・
后
牧
受
歌
・
鄭

家
障
子
第
一
地
点
・
十
二
台
営
子
な
ど
で
認
め
ら
れ
る
。

　
銅
鍬
で
上
梅
里
例
と
同
型
式
の
も
の
は
、
磨
製
石
器
文
化
遺
跡
系

で
は
、
赤
峰
紅
山
後
の
石
棺
墓
が
知
ら
れ
る
。
そ
れ
に
対
し
て
、
青

銅
器
文
化
遺
跡
系
で
は
遼
寧
の
十
二
台
営
子
・
牧
羊
城
に
お
い
て
求

　
　
　
⑫

め
ら
れ
る
。
そ
の
ほ
か
、
ほ
ぼ
同
じ
頃
か
や
や
遅
れ
て
、
朝
鮮
で
現

わ
れ
る
細
形
銅
剣
や
多
鉦
要
文
鏡
に
つ
い
て
も
、
そ
の
起
源
が
遼
寧

　
　
　
　
　
　
⑬

付
近
の
満
州
式
銅
剣
や
十
二
台
穴
子
第
三
号
墓
の
多
鉦
鋼
鏡
に
認
め

ら
れ
る
こ
と
か
ら
も
明
ら
か
で
あ
る
。
こ
の
よ
う
に
、
青
銅
器
に
関

し
て
、
朝
鮮
コ
マ
形
土
器
文
化
に
お
け
る
と
同
様
に
、
磨
製
石
器
を

伴
出
し
、
石
棺
墓
を
築
い
た
遼
寧
や
吉
林
の
新
石
器
文
化
と
朝
鮮
コ

マ
形
土
器
文
化
に
は
共
通
性
が
指
摘
で
き
る
わ
け
で
あ
る
。

　
個
々
の
石
器
を
と
り
あ
げ
て
も
、
例
え
ば
断
面
菱
形
の
刃
部
に
同

じ
く
ら
い
の
長
さ
の
茎
部
を
も
っ
た
磨
製
石
鎌
が
、
朝
鮮
黄
海
北
道

の
御
水
区
・
楚
臥
面
の
石
棺
墓
な
ど
で
出
土
し
て
い
る
が
、
同
型
式

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
⑭

の
も
の
が
、
吉
林
省
較
河
堅
の
石
棺
墓
か
ら
出
土
し
て
い
る
。
土
器

に
つ
い
て
も
、
豊
門
里
石
棺
工
基
出
土
の
土
器
と
、
赤
峰
市
紅
山
後
や

幾
子
窩
高
麗
塞
出
土
贔
と
の
問
に
類
似
の
認
め
ら
れ
る
こ
と
は
古
く

　
　
　
　
　
　
　
　
⑮

か
ら
指
摘
さ
れ
て
い
る
。
最
近
で
も
、
平
安
北
道
管
制
里
や
江
原
道

の
変
形
支
石
墓
群
か
ら
出
る
美
松
里
型
の
長
頸
壷
形
土
器
と
同
形
式

の
も
の
が
、
吉
林
濫
訴
山
子
石
樒
墓
か
ら
も
出
土
す
る
こ
と
が
注
意

　
　
　
　
⑭

さ
れ
て
い
る
。
こ
れ
ら
の
事
実
は
、
内
蒙
古
か
ら
翠
嵐
流
域
と
、
細

石
器
文
化
以
来
の
共
通
の
基
盤
と
伝
統
の
上
に
立
ち
、
遼
河
流
域
を

分
布
の
中
心
と
し
て
波
及
し
て
き
た
中
国
磨
製
石
器
文
化
の
影
響
で
、

石
庖
丁
・
磨
製
石
嫉
を
は
じ
め
と
す
る
精
巧
な
磨
製
石
器
を
も
つ
よ

う
に
な
っ
た
段
階
に
お
い
て
、
金
属
器
文
化
と
接
触
す
る
こ
と
に
よ

っ
．
て
、
金
属
器
を
部
分
的
に
所
有
し
て
い
っ
た
こ
と
を
示
唆
し
て
い
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遡鮮における金属器の起源腿題（西谷）

る
。
そ
の
金
属
器
文
化
と
は
、
遼
寧
・
吉
林
・
朝
鮮
に
か
け
て
、
磨

製
石
器
と
も
共
存
し
た
、
下
取
・
銅
斧
・
銅
鑛
な
ど
を
含
み
、
遼
寧

を
中
心
と
し
て
分
布
す
る
先
に
あ
げ
た
い
く
つ
か
の
青
銅
器
文
化
系

の
遺
跡
群
で
あ
る
。
い
ず
れ
も
「
満
州
式
“
の
青
銅
短
剣
を
は
じ
め
、

豊
窟
な
青
銅
器
を
も
っ
て
い
る
。
石
室
や
争
心
墓
に
随
葬
さ
れ
た
遺

物
を
み
る
と
、
兵
器
・
馬
具
・
装
飾
品
・
漁
猟
用
具
や
、
手
工
業
工

具
な
ど
を
も
っ
て
い
る
。
そ
れ
ら
の
被
葬
者
が
、
漁
携
・
遊
牧
を
主

と
し
た
生
活
を
し
て
い
た
こ
と
が
推
測
さ
れ
、
自
然
環
境
に
強
く
依

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
⑰

存
す
る
生
活
か
ら
遊
牧
的
な
種
族
で
あ
っ
た
こ
と
も
う
な
づ
け
る
。

こ
れ
ら
遊
牧
的
な
青
銅
器
文
化
は
、
さ
ら
に
北
方
か
ら
移
動
し
て
き

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
⑱

た
青
銅
器
文
化
が
中
原
地
方
や
ス
キ
タ
イ
地
方
と
の
接
触
に
よ
っ
て

成
立
し
、
発
展
し
、
ま
た
、
周
辺
に
も
影
響
を
与
え
た
こ
と
を
い
く

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
⑲

つ
か
の
事
実
は
物
語
っ
て
く
れ
る
。
十
二
台
営
子
と
特
捜
城
駅
を
比

較
す
る
と
、
前
者
が
青
銅
器
を
中
心
と
し
て
、
多
鉦
鏡
も
含
ん
で
い

る
が
、
後
老
に
は
戦
国
後
期
の
遺
物
や
鉄
器
も
あ
る
こ
と
か
ら
、
十

二
台
営
子
か
ら
后
牧
城
へ
の
発
展
な
い
し
時
間
的
経
過
を
考
え
る
こ

と
が
で
き
る
。
遼
寧
の
西
盆
溝
で
も
、
細
石
器
文
化
の
基
盤
の
上
に

あ
っ
た
ス
キ
タ
イ
系
の
遊
牧
民
が
、
中
原
の
漢
文
化
と
の
密
接
な
接

触
を
も
っ
た
こ
と
が
わ
か
る
。
ま
た
、
内
蒙
古
自
治
区
呼
給
附
永
盟

陳
巴
爾
虎
色
絵
エ
で
は
、
墨
壷
墓
か
ら
、
細
石
器
文
化
遺
物
と
中
原

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
⑳

地
区
的
な
銅
器
や
鉄
器
が
共
存
し
て
い
る
。
こ
う
し
た
過
程
で
、
遼

寧
付
近
に
遊
猟
し
て
い
た
青
銅
器
文
化
が
、
内
蒙
古
や
吉
林
や
朝
鮮

の
磨
製
石
器
文
化
に
影
響
を
与
え
た
も
の
と
思
わ
れ
、
朝
鮮
コ
マ
形

土
器
文
化
も
、
こ
う
し
た
遊
牧
的
青
銅
文
化
と
の
接
触
に
よ
っ
て
金

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
⑳

属
器
を
受
容
し
て
い
っ
た
と
考
え
た
い
。

　
①
康
家
興
「
吉
林
省
樺
飼
二
道
旬
子
発
現
石
棺
墓
」
（
『
考
古
通
訊
』
一
九
五
六
年

　
　
第
五
期
、
賜
四
～
四
五
頁
）
北
京
。

　
②
修
柱
臣
「
吉
林
的
新
石
器
二
代
文
化
」
（
『
考
古
通
訊
臨
一
九
五
五
年
鑑
二
期
、

　
　
八
頁
）
北
京
。

　
③
浜
田
耕
作
・
水
野
清
一
『
赤
峰
紅
山
後
脹
（
『
東
方
考
古
学
叢
刊
』
三
六
）
一
九

　
　
三
八
、
東
京
。

　
④
李
逸
友
「
内
蒙
昭
鳥
達
盟
嵐
二
二
銅
器
調
査
」
（
『
考
古
』
一
九
五
九
年
第
六

　
　
欄
期
、
二
七
六
～
二
七
七
頁
）
劇
論
承
。

　
⑤
孫
守
道
・
徐
二
二
門
遼
寧
寺
幾
墨
等
地
青
鋼
短
剣
与
大
懲
房
石
棺
慕
」
（
『
考

　
　
古
隔
　
一
九
両
ハ
四
年
第
六
期
、
　
二
八
二
｝
貝
）
北
山
田
。

　
⑥
聴
聞
淑
入
・
駒
井
和
書
『
牧
羊
城
皆
野
『
東
方
考
古
学
叢
刊
』
第
二
雁
〉
　
九
三

　
　
一
、
東
京
。

　
⑦
孫
守
道
「
飼
奴
西
盆
溝
文
化
古
蓬
群
的
発
境
」
（
『
文
物
』
一
九
六
〇
年
第
八
・

　
　
九
期
、
二
六
～
二
七
頁
）
北
京
。

　
⑧
錦
州
甫
薄
物
館
「
遼
寧
錦
西
県
鳥
金
塘
東
周
墓
調
査
記
」
（
『
考
古
』
一
九
六
〇

　
　
年
第
五
期
、
七
頁
）
北
京
。

　
⑨
旅
頗
博
物
館
［
至
嘱
ロ
蔽
盾
城
駅
戦
国
墓
清
理
」
ハ
『
考
古
邸
一
九
六
〇
年
第
八

　
　
期
、
一
四
頁
）
北
京
。
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⑩
　
藩
陽
市
文
物
工
作
組
「
溶
陽
地
区
出
土
的
膏
鋼
短
剣
資
料
」
ハ
『
考
古
』
一
九
六

　
四
年
第
一
期
、
四
四
～
四
五
頁
）
北
京
。

⑪
朱
貴
「
遼
寧
朝
陽
十
二
台
営
子
青
銅
短
剣
墓
」
（
『
考
古
学
報
隔
一
九
六
〇
年
第

　
一
期
、
　
山
鵯
ご
一
～
七
一
百
ハ
）
　
北
山
尽
。

⑫
　
燕
下
都
城
壕
や
、
さ
ら
に
三
代
に
も
降
り
る
も
の
も
あ
る
。

⑬
　
コ
蝉
形
土
器
文
化
に
お
け
る
磨
製
石
剣
も
、
満
州
二
二
鋼
と
の
関
係
で
生
ま
れ

　
た
も
の
と
考
え
ら
れ
る
。
そ
の
こ
と
は
、
満
州
上
橋
剣
を
模
倣
し
た
と
思
わ
れ
る

　
大
長
山
島
上
馬
石
艮
塚
出
土
の
骨
剣
と
覇
鮮
の
磨
製
石
剣
と
の
類
似
か
ら
も
う
な

　
づ
け
る
。

⑭
　
匡
礁
「
吉
林
較
量
県
石
棺
墓
清
夏
」
　
（
礒
考
古
』
　
一
九
六
四
年
第
二
期
、
七
五

　
頁
）
北
京
。

⑮
有
光
教
＝
平
安
北
道
江
差
郡
山
層
面
発
見
の
一
箱
二
毛
縮
と
其
副
葬
・
脛
（
『
考

　
古
学
雑
誌
』
繁
三
一
巻
斗
霊
号
）
一
九
四
一
、
爽
京
。

⑯
都
宥
浩
（
郷
漢
徳
訳
）
「
朝
鮮
原
始
考
古
学
（
四
ご
（
『
考
古
学
研
究
隔
第
一

　
二
巻
第
三
暑
、
二
六
頁
）
一
九
六
五
、
岡
山
。

⑰
朱
貴
「
前
掲
書
」
七
〇
～
七
一
頁
。

⑱
　
ソ
連
の
ア
ソ
ド
ロ
ノ
ー
ヴ
ォ
文
化
や
カ
ラ
ス
ク
文
化
の
中
岡
北
方
と
の
交
流
を

　
さ
し
て
い
る
。

⑲
例
え
ば
、
青
銅
短
剣
に
つ
い
て
も
、
映
県
上
村
嶺
・
洛
陽
申
州
路
墓
中
繊
土
の

　
藤
周
末
・
春
秋
時
代
の
柱
脊
剣
と
の
関
係
が
説
か
れ
て
い
る
（
孫
守
道
・
二
乗
現

　
「
前
掲
轡
」
二
八
二
～
二
八
三
頁
）
。

㊧
　
内
蒙
古
自
治
区
文
物
工
作
隊
　
「
内
蒙
古
三
巴
爾
虎
旗
完
工
古
手
清
理
簡
報
」

　
（
『
考
古
臨
一
九
六
五
年
第
六
期
）
北
京
。

（
⑳
　
こ
の
背
景
に
は
、
北
方
遊
牧
畏
と
中
關
中
原
の
農
耕
民
と
の
聞
の
政
治
的
な
動

　
き
と
関
連
す
る
か
も
し
れ
な
い
が
、
推
測
の
域
を
幽
な
い
の
で
、
今
後
の
問
題
と

　
し
て
残
し
て
お
く
。

六
　
金
属
器
開
始
の
年
代

　
最
後
に
、
金
属
器
開
始
の
年
代
に
つ
い
て
ふ
れ
て
お
こ
う
。
ま
ず
、

銅
鐡
・
銅
斧
・
銅
泡
な
ど
の
セ
ッ
ト
関
係
に
お
い
て
、
朝
鮮
青
銅
器

の
直
接
の
系
譜
が
求
め
ら
れ
る
遼
寧
省
后
牧
城
町
遺
跡
で
は
、
明
刀

銭
の
出
土
が
み
ら
れ
る
と
こ
ろ
が
ら
、
一
応
、
戦
国
に
年
代
の
一
点

が
推
定
さ
れ
る
。
遼
寧
付
近
の
銅
鎌
に
つ
い
て
い
う
な
ら
ば
、
中
国

で
は
股
か
ら
戦
国
に
か
け
て
見
ら
れ
る
よ
う
で
あ
る
が
、
と
く
に
、

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
①

洛
陽
中
州
路
（
西
工
段
）
二
四
一
五
墓
四
出
土
の
1
式
鐡
や
上
村
嶺

　
　
　
②

號
團
墓
出
土
銅
鎌
…
に
類
似
す
る
。
中
州
路
は
、
春
秋
初
～
中
期
に
、

上
村
嶺
は
西
周
晩
～
東
周
早
期
に
比
定
さ
れ
て
い
る
。
満
州
式
銅
剣

へ
の
影
響
を
与
え
た
と
思
わ
れ
る
脊
稜
剣
も
同
時
期
の
も
の
な
の
で
、

遼
寧
付
近
の
青
銅
短
剣
墓
の
年
代
の
上
限
を
春
秋
前
半
頃
に
考
え
ら

れ
る
。
と
す
る
と
、
そ
の
影
響
を
さ
ら
に
受
け
た
朝
鮮
コ
マ
形
土
器

の
年
代
は
、
そ
れ
よ
り
降
っ
て
上
限
が
求
め
ら
れ
る
わ
け
で
あ
る
。

銅
泡
も
中
国
で
は
股
か
ら
漢
薬
頃
ま
で
知
ら
れ
る
が
、
と
く
に
朝
鮮

の
銅
泡
に
酷
似
の
も
の
は
夏
家
店
上
層
文
化
に
あ
っ
て
、
春
秋
～
戦

国
頃
に
比
定
さ
れ
て
い
る
。
こ
の
よ
う
な
年
代
観
は
、
さ
き
に
朝
鮮

青
銅
器
の
系
譜
を
求
め
た
遼
寧
・
内
蒙
古
自
治
区
・
吉
林
の
諸
遺
跡
の
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朝鮮における金属賑の起源問題（酉谷）

年
代
か
ら
見
て
も
妥
当
で
あ
る
。

　
こ
こ
で
、
同
じ
遼
寧
省
十
二
台
営
子
と
后
牧
城
濠
を
比
較
し
て
み

よ
う
。
両
者
は
成
対
短
剣
を
含
む
青
銅
器
を
主
と
し
て
い
る
点
で
共

通
し
て
い
る
。
十
二
台
営
子
で
は
多
錐
鏡
な
ど
非
中
原
的
な
遺
物
を

含
む
が
、
耳
介
平
田
で
は
鉄
器
を
含
み
、
蓋
弓
帽
・
明
刀
銭
な
ど
中

国
的
な
色
彩
が
出
て
き
て
い
る
。
后
牧
東
駅
が
戦
国
併
行
で
あ
る
に

対
し
て
、
十
二
台
張
子
は
若
干
古
い
様
相
を
示
し
て
お
り
、
戦
国
を

遡
る
可
能
性
が
あ
る
。
し
た
が
っ
て
、
こ
れ
ら
の
影
響
を
受
け
た
朝

鮮
で
の
金
属
器
の
国
方
は
、
い
か
に
古
く
考
え
て
も
、
春
秋
の
前
半

す
な
わ
ち
西
暦
紀
元
前
七
～
八
世
紀
頃
を
遡
り
え
ず
、
そ
の
頃
か
ら

戦
国
な
い
し
、
そ
れ
を
あ
ま
り
遡
ら
な
い
頃
に
か
け
て
、
金
属
器
出

現
の
年
代
を
考
え
た
い
と
思
う
。

　
朝
鮮
青
銅
器
の
年
代
観
に
つ
い
て
、
一
九
五
六
年
一
二
月
に
朝
鮮

科
学
院
考
古
学
及
民
俗
学
研
究
所
で
行
な
わ
れ
た
「
朝
鮮
に
お
け
る

金
属
文
化
起
源
」
に
関
す
る
種
々
の
討
論
の
結
果
、
大
体
の
意
見
は
、

朝
鮮
に
お
け
る
青
銅
器
使
用
開
始
を
紀
元
前
七
～
六
世
紀
に
お
か
れ

　
　
　
　
　
　
③

た
と
い
わ
れ
る
が
、
そ
の
後
の
研
究
の
一
つ
で
あ
る
古
用
耳
博
士
の

　
　
　
　
　
④

意
見
に
よ
る
と
、
騒
達
書
石
棺
墓
か
ら
出
た
青
銅
刀
は
、
河
北
省
窟
神

慮
の
青
銅
刀
の
寒
期
と
形
態
が
よ
く
似
て
い
る
。
そ
の
麗
神
廟
の
遣

物
に
つ
い
て
は
、
安
志
敏
が
問
題
の
鉛
箔
で
つ
く
っ
た
青
銅
器
と
電

神
廟
遺
跡
に
隣
接
す
る
．
陰
茎
荘
の
戦
国
時
代
の
墳
墓
か
ら
出
土
し
た

青
銅
器
が
形
態
上
著
し
く
違
う
点
を
根
拠
に
、
春
秋
時
代
よ
り
下
る

こ
と
は
な
い
と
の
べ
た
見
解
に
対
し
て
、
金
用
葺
博
士
は
、
騒
達
溝

出
土
の
他
の
遺
物
や
、
吉
林
一
帯
の
墳
墓
か
ら
出
土
し
た
遺
物
に
つ

い
て
の
検
討
を
通
じ
て
出
さ
れ
て
い
て
、
妥
当
な
考
え
で
あ
る
と
画

意
を
示
し
て
い
る
。
ま
た
、
騒
達
溝
の
一
墳
墓
や
そ
こ
と
隣
接
す
る

土
城
子
の
石
棺
墓
か
ら
出
土
し
た
連
珠
状
の
青
銅
装
飾
品
は
、
い
わ

ゆ
る
鞍
遠
青
銅
器
や
、
さ
ら
に
は
、
南
シ
ベ
リ
ア
の
カ
ラ
ス
ク
文
化

に
も
よ
く
見
ら
れ
る
。
　
「
爾
シ
ベ
リ
ア
古
代
史
」
の
著
者
キ
セ
ロ
フ

が
周
辺
の
多
く
の
遺
跡
と
の
対
比
研
究
を
通
じ
て
、
カ
ラ
ス
ク
時
期

を
紀
元
前
＝
一
〇
〇
～
七
〇
〇
年
と
推
定
し
た
こ
と
、
ま
た
、
カ
ラ

ス
ク
文
化
や
「
緩
遠
青
銅
器
」
に
豊
富
な
青
銅
製
の
泡
が
、
豊
龍
里

の
石
棺
墓
か
ら
出
土
し
た
の
を
、
偶
然
な
で
き
ご
と
と
は
い
え
な
い

と
し
て
、
美
松
墨
型
の
壷
の
畠
土
す
る
朝
鮮
西
北
部
の
一
連
の
遺
跡

お
よ
び
美
松
里
遺
跡
と
関
連
さ
せ
て
論
じ
た
慈
江
道
一
帯
の
青
銅
器

時
代
遺
跡
の
年
代
を
、
少
な
く
と
も
紀
元
前
一
〇
〇
〇
年
代
前
半
期

の
範
圏
内
に
み
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
こ
と
を
意
味
す
る
と
言
わ
れ
る
。

さ
ら
に
上
述
し
た
各
遺
跡
の
間
で
も
前
後
関
係
が
あ
り
、
あ
る
も
の
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は
紀
元
前
二
〇
〇
〇
年
代
に
遡
る
こ
と
も
あ
り
え
よ
う
と
言
っ
て
い

る
。
し
か
し
、
銅
泡
・
銅
斧
は
明
刀
銭
を
出
し
た
青
銅
短
剣
墓
と
の

関
連
か
ら
言
え
ば
、
戦
国
頃
あ
る
い
は
そ
れ
を
遡
る
こ
と
は
す
で
に

指
摘
し
た
通
り
で
あ
る
。
連
珠
形
青
銅
器
飾
晶
に
つ
い
て
も
、
夏
家

店
上
層
文
化
に
属
し
、
東
周
に
比
定
さ
れ
て
お
り
、
先
の
騒
達
溝
銅

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
⑤

刀
と
同
じ
も
の
を
出
し
た
爾
山
根
も
こ
の
文
化
に
属
し
て
い
る
。
た

し
か
に
、
遮
御
状
青
銅
装
飾
昂
が
カ
ラ
ス
ク
文
化
に
見
ら
れ
る
し
、

ま
た
、
河
北
省
唐
山
市
小
官
荘
石
蟹
墓
か
ら
出
た
銅
耳
環
に
つ
い
て

も
、
中
国
か
ら
発
見
さ
れ
ず
、
シ
ベ
リ
ア
の
オ
ビ
川
流
域
の
カ
ラ
ス

ク
期
遺
跡
か
ら
発
見
さ
れ
て
い
て
、
こ
の
装
身
具
が
ス
キ
ー
ト
・
シ

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
⑥

ベ
リ
ア
系
北
方
文
化
の
系
統
に
属
す
る
こ
と
は
明
ら
か
で
あ
ろ
う
。

し
か
し
、
石
檀
墓
文
化
が
い
ろ
ん
な
文
化
の
影
響
を
受
け
て
い
る
こ

と
の
説
明
に
は
な
っ
て
も
、
直
接
の
影
響
を
受
け
た
と
は
言
え
な
い
。

こ
の
こ
と
は
文
化
綜
態
の
比
較
に
お
い
て
考
え
る
べ
き
で
、
そ
の
こ

と
か
ら
も
さ
き
の
戦
国
な
い
し
東
周
墓
と
の
関
係
の
方
に
蓋
然
性
の

多
い
こ
と
は
認
め
ら
れ
よ
う
。
カ
ラ
ス
ク
文
化
と
中
国
北
方
と
の
交

渉
は
事
実
で
あ
っ
た
と
し
て
も
、
か
え
っ
て
、
そ
の
カ
ラ
ス
ク
文
化
期

の
ミ
ヌ
シ
ソ
ス
ク
の
墳
墓
副
葬
贔
の
中
に
は
、
北
中
国
起
源
の
侵
入

民
族
に
よ
っ
て
、
イ
ェ
ニ
セ
イ
に
持
ち
込
ま
れ
た
も
の
が
あ
り
、
カ

ラ
ス
ク
人
の
人
種
的
特
徴
か
ら
も
う
北
中
國
起
源
が
強
調
さ
れ
て
い

⑦
る
。　

　
　
　
　
　
⑧

　
金
元
龍
博
士
は
、
遼
寧
省
十
二
台
鴬
遷
墓
の
発
見
を
契
機
と
し
て
、

遼
寧
地
方
の
石
棺
墓
青
銅
器
文
化
の
朝
鮮
へ
の
流
入
の
問
題
に
ふ
れ

て
い
る
。
そ
の
年
代
は
、
石
棺
墓
に
遅
れ
る
土
穂
墓
の
年
代
を
決
め

る
こ
と
に
よ
っ
て
遡
及
し
て
い
る
。
つ
ま
り
、
土
心
労
が
楽
浪
開
始

期
よ
り
先
行
し
て
始
ま
っ
た
と
し
て
も
、
そ
ん
な
に
遡
る
こ
と
は
な

く
、
西
暦
紀
元
前
一
〇
八
年
を
遡
る
こ
と
一
〇
〇
～
二
〇
〇
年
程
度

と
推
定
し
た
。
さ
ら
に
、
土
壌
墓
の
北
朝
鮮
流
入
を
衛
満
の
入
朝
と

ほ
と
ん
ど
近
い
こ
と
と
推
定
し
、
実
年
代
を
長
く
取
っ
て
も
函
暦
紀

元
前
四
、
三
世
紀
以
前
に
遡
ら
ず
、
し
た
が
っ
て
、
土
獲
墓
よ
り
以

前
に
あ
っ
て
、
あ
ま
り
長
く
存
続
し
て
い
な
い
青
銅
器
時
代
は
、
五
、

六
世
紀
以
前
を
遡
ら
な
い
と
し
て
い
る
。
そ
し
て
、
十
二
台
営
子
の

銅
鏡
文
様
の
五
言
で
あ
る
戦
国
式
鏡
の
実
年
代
の
上
限
を
、
カ
ー
ル

グ
レ
ン
の
説
に
し
た
が
っ
て
、
西
暦
紀
元
前
五
世
紀
頃
と
し
て
、
朝

鮮
の
土
嬢
墓
や
そ
れ
に
先
行
し
、
十
二
台
卵
子
の
影
響
と
考
え
る
石

棺
墓
の
年
代
の
上
限
を
決
め
よ
う
と
し
た
わ
け
で
あ
る
。
私
の
考
え

方
と
は
、
結
論
に
お
い
て
は
そ
れ
ほ
ど
違
わ
な
い
が
、
論
証
の
過
程

に
お
い
て
は
か
な
り
の
相
違
が
あ
る
。
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三
上
次
男
博
士
は
、
赤
峰
紅
山
後
の
石
櫓
墓
と
そ
れ
に
関
連
の
あ

一
‘
9
住
居
跡
の
年
代
に
つ
い
て
、
浜
田
耕
作
博
士
ら
が
比
定
し
た
秦
漢

　
　
　
　
　
　
　
　
　
⑨

時
代
説
を
否
定
し
て
い
る
。
す
な
わ
ち
、
ω
紅
裏
は
、
中
国
内
部
で

は
、
彩
陶
や
黒
陶
と
併
出
す
る
ほ
ど
古
く
、
堅
緻
な
灰
陶
時
代
に
な

る
と
も
は
や
姿
を
見
せ
な
い
こ
と
、
②
赤
峰
生
産
文
化
の
内
容
は
、

オ
ル
ド
ス
を
中
心
と
す
る
内
陸
ア
ジ
ア
青
銅
器
文
化
と
き
わ
め
て
密

接
な
関
係
を
も
っ
て
い
る
と
い
わ
れ
る
が
、
そ
の
オ
ル
ド
ス
青
銅
器

文
化
の
開
始
年
代
が
、
春
秋
時
代
あ
る
い
は
そ
れ
以
前
と
も
推
測
さ

れ
う
る
と
し
て
、
前
一
千
年
紀
初
頭
前
後
か
ら
存
在
す
る
こ
と
、
従

っ
て
、
赤
峰
遺
跡
を
戦
国
末
や
漢
初
に
釘
づ
け
す
る
力
は
な
い
こ
と
、

㈹
早
く
も
春
秋
時
代
に
熱
河
南
部
に
中
原
文
化
の
進
出
し
た
こ
と
は
、

一
九
五
五
年
五
月
に
赤
峰
に
近
い
凌
陰
祭
か
ら
、
西
周
時
代
の
銅
雛

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
⑭

が
計
一
六
個
も
出
土
し
た
こ
と
に
よ
っ
て
も
確
実
で
あ
る
か
ら
、
同

じ
頃
中
原
文
化
と
、
こ
れ
に
近
い
赤
峰
の
同
工
文
化
が
何
ら
か
の
接

触
を
も
っ
た
と
考
え
て
も
あ
え
て
不
思
議
で
は
な
い
と
し
て
、
赤
峰

紅
山
後
の
石
棺
墓
は
前
一
千
年
紀
の
前
半
の
あ
る
時
期
に
は
、
姿
を

見
せ
て
い
た
と
考
え
て
い
る
。
さ
ら
に
、
中
国
東
北
地
方
で
の
石
棺

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
⑪

墓
の
出
現
を
前
干
年
紀
の
中
期
に
激
激
し
て
い
る
。
し
か
し
、
赤
峰

紅
陶
文
化
を
前
一
千
年
紀
ま
で
遡
ら
せ
る
こ
と
に
は
異
存
は
な
い
が
、

そ
れ
を
も
っ
て
、
紅
陶
を
出
し
た
第
二
住
地
の
年
代
よ
り
も
一
時
期

新
し
い
と
考
え
ら
れ
る
、
第
一
住
地
や
そ
れ
に
属
す
る
石
棺
墓
の
年

代
を
、
前
千
年
度
ま
で
遡
ら
せ
る
こ
と
は
不
朽
で
あ
る
。
赤
峰
紅
山

後
第
二
住
地
で
見
ら
れ
た
土
器
の
一
つ
で
あ
る
、
逮
続
弧
線
文
は
、
内

蒙
古
昭
難
盟
罧
左
晦
を
は
じ
め
・
東
裏
古
で
も
見
え
恥

　
　
　
⑭

朝
鮮
で
は
、
美
松
里
下
層
か
ら
出
土
し
て
い
る
の
で
、
美
松
里
下
層

よ
り
新
し
い
、
上
層
の
コ
マ
形
土
器
文
化
の
年
代
は
、
そ
れ
よ
り
下

り
る
こ
と
に
な
っ
て
、
美
松
里
の
銅
斧
を
含
め
て
、
朝
鮮
青
銅
器
の

年
代
が
、
先
の
戦
国
な
い
し
、
そ
れ
を
あ
ま
り
遡
ら
な
い
と
す
る
年

代
に
接
近
し
て
く
る
。
金
属
器
が
出
現
し
て
く
る
コ
マ
形
土
器
文
化

の
年
代
に
つ
い
て
は
、
下
限
の
一
点
が
次
の
よ
う
な
事
実
に
よ
っ
て

わ
か
る
。
す
な
わ
ち
、
コ
マ
形
土
器
が
平
安
南
道
導
城
里
遺
跡
の
第

四
号
土
章
魚
か
ら
出
て
い
る
。
土
器
は
封
土
中
か
ら
採
集
さ
れ
た
も

の
で
、
ほ
か
に
石
庖
丁
・
石
剣
・
石
鎌
な
ど
の
磨
製
石
器
が
発
見
さ

れ
て
い
る
。
こ
れ
に
つ
い
て
報
告
者
は
、
封
土
用
の
土
を
採
取
す
る

場
所
で
、
原
始
時
代
遺
物
等
が
土
に
ま
じ
っ
て
混
入
し
た
も
の
か
、

あ
る
い
は
第
四
号
墓
の
下
部
に
あ
っ
た
竪
穴
式
住
居
跡
と
関
連
が
あ

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
⑮

っ
て
、
封
土
築
造
の
際
に
削
平
さ
れ
て
混
入
し
た
も
の
と
し
て
い
る
。

い
ず
れ
に
し
て
も
、
こ
れ
ら
の
遺
物
が
こ
の
古
墳
よ
り
も
以
前
の
も
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の
で
あ
る
こ
と
は
間
違
い
な
い
．
こ
の
土
誌
面
の
年
代
に
つ
い
て
は
、

そ
の
出
土
晶
で
あ
る
深
鉢
形
土
器
や
石
板
・
帯
鉤
に
お
い
て
、
平
安

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
⑯

南
道
大
同
三
石
三
里
の
王
旺
墓
出
土
の
そ
れ
と
酷
似
し
て
い
る
。
王

野
墓
の
年
代
は
、
永
平
一
二
年
銘
漆
器
（
西
暦
六
九
年
）
の
出
土
か

ら
そ
れ
以
後
と
な
る
。
こ
の
こ
と
か
ら
、
台
城
里
土
獲
墓
が
西
暦
一

世
紀
の
末
頃
に
比
定
さ
れ
、
し
た
が
っ
て
、
コ
マ
形
土
器
の
年
代
の

一
点
も
西
暦
一
世
紀
以
前
と
い
う
こ
と
に
な
る
。

　
朝
鮮
に
お
け
る
鉄
器
の
使
用
開
始
時
期
に
つ
い
て
は
、
鄭
白
雲
が

燕
な
ど
戦
国
の
流
民
と
の
関
係
に
お
い
て
考
え
よ
う
と
し
て
、
戦
国

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
⑰

併
行
の
時
期
に
考
え
て
い
る
が
、
中
国
に
お
け
る
鉄
器
の
開
始
が
春

秋
晩
期
か
ら
戦
国
早
期
に
考
え
ら
れ
て
い
る
こ
と
を
考
慮
に
入
れ
る

と
、
燕
の
流
民
な
ど
戦
國
の
末
、
秦
漢
に
限
ら
ず
と
も
、
そ
れ
よ
り

以
前
の
戦
国
代
に
、
遊
牧
民
を
媒
介
と
し
て
、
朝
鮮
に
鉄
器
の
入
っ

て
い
る
こ
と
も
可
能
性
と
し
て
想
定
で
き
る
。
た
だ
し
、
年
代
の
一

点
に
つ
い
て
は
、
コ
マ
形
土
器
文
化
に
お
け
る
青
銅
器
の
薩
接
的
な

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
⑲

系
譜
関
係
に
あ
る
后
牧
城
駅
の
青
鋼
短
剣
墓
の
な
か
に
、
戦
国
の
明

刀
銭
と
と
も
に
鉄
器
が
入
っ
て
い
る
こ
と
に
よ
っ
て
、
戦
国
の
末
頃

の
想
定
も
な
り
た
つ
。
会
寧
五
三
の
無
文
土
器
時
代
の
深
浅
跡
か
ら

出
土
し
た
鋳
造
鉄
斧
は
、
明
ら
か
に
戦
国
の
影
響
を
受
け
た
も
の
と

考
え
ら
れ
る
が
、

状
に
あ
る
。

そ
の
年
代
を
さ
ら
に
限
定
す
る
こ
と
は
困
難
な
現

①
　
中
国
科
学
院
考
古
研
究
所
『
浴
陽
中
州
路
（
西
工
段
）
』
　
（
『
中
鼠
賑
野
考
古
報

　
血
口
集
』
考
古
学
専
刊
参
差
第
四
号
、
　
　
〇
二
頁
、
闘
七
〇
の
一
・
二
）
　
一
九
五

　
九
、
北
京
。

②
中
置
科
学
院
考
古
研
究
飯
『
上
村
嶺
銑
國
墓
地
』
（
『
中
国
田
野
考
古
報
告
集
』

　
考
古
学
専
刊
丁
種
第
一
〇
号
、
二
〇
頁
、
図
一
三
）
一
九
五
九
、
北
京
。

③
李
進
煕
門
戦
後
の
朝
鮮
考
古
学
の
発
展
…
初
期
金
属
文
化
期
1
」
（
『
考
古
学
雑

　
鰍
齢
隔
第
四
五
巻
鱗
廻
一
ロ
万
、
　
六
一
習
貝
）
一
九
烈
九
、
東
｛
黒
。

④
金
絹
葺
（
李
進
煕
訳
）
「
美
松
里
遺
蹟
の
考
古
学
上
の
位
置
i
年
代
論
を
中
心

　
と
し
て
一
」
（
『
考
古
学
雑
誌
隔
第
五
〇
巻
第
一
号
、
六
九
頁
）
　
一
九
六
四
、
東

　
京
。

⑤
中
国
科
学
院
考
古
研
究
所
内
蒙
古
発
掘
隊
「
内
藤
古
赤
峰
約
王
廟
、
国
家
店
遣

　
祉
試
掘
簡
一
轍
」
（
『
考
古
臨
　
一
九
六
一
な
＋
二
聞
万
）
北
｛
ぶ
。

　
　
内
蒙
古
自
治
区
文
物
工
作
隊
「
一
九
五
七
年
以
来
内
簾
古
自
治
区
古
代
遺
塩
及

　
幕
葬
車
発
焼
情
況
臼
田
」
（
『
文
物
』
一
九
六
一
年
九
男
、
六
頁
）
北
京
。

⑥
三
上
次
男
『
満
鮮
原
始
墳
慕
の
研
究
』
二
九
三
頁
、
一
九
六
一
、
東
京
。

⑦
ア
リ
ェ
ク
サ
ソ
ド
ル
・
ミ
チ
ュ
！
リ
ソ
「
南
シ
ベ
リ
ア
の
古
代
文
化
ω
」
（
『
古

　
代
学
』
第
五
巻
第
一
号
、
九
〇
～
九
一
頁
）
一
九
五
六
、
大
阪
。

⑧
金
元
龍
「
十
二
台
営
子
の
青
銅
短
剣
墓
…
韓
岡
青
鋼
器
文
化
の
起
源
間
題
i
」

　
（
『
歴
史
学
報
臨
第
一
六
輯
）
一
九
六
一
、
ソ
ウ
ル
。

⑨
三
上
群
群
『
前
掲
書
』
二
八
七
～
二
八
八
頁
。

⑩
陳
夢
家
「
西
周
銅
器
罪
代
口
」
（
『
考
古
学
報
』
第
一
〇
冊
、
九
九
～
一
〇
二
頁
）

　
一
九
五
五
、
北
京
。

㊤
　
一
工
期
次
田
刀
慧
罰
掲
僧
書
臨
六
七
山
ハ
W
貝
。
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⑫
　
中
岡
科
学
院
考
古
研
究
所
内
蒙
古
工
作
隊
「
内
蒙
古
巴
林
左
旗
富
河
溝
門
遣
塩

　
発
掘
簡
報
」
（
『
考
古
』
一
九
六
四
年
第
～
期
、
二
頁
）
北
京
。

⑬
　
江
上
波
夫
「
漸
石
器
時
代
の
東
南
蒙
古
」
（
『
ア
ジ
ア
文
化
史
研
究
』
論
考
驚
、

　
一
＝
六
頁
）
一
九
六
七
、
東
京
。

⑭
金
用
葺
「
前
掲
書
」
五
八
頁
。

⑯
朝
鮮
科
学
院
考
古
学
研
究
所
『
台
城
里
古
俗
群
発
掘
報
告
』
第
五
集
、
二
九
～

　
三
〇
頁
）
一
九
五
九
、
ピ
ョ
ン
ヤ
ン
。

⑯
　
原
団
淑
人
・
田
沢
金
吾
『
楽
浪
－
五
官
鐵
王
肝
の
墳
慕
』
一
九
三
〇
、
東
京
。

⑰
　
鄭
由
雲
（
朴
文
滞
船
）
　
「
朝
鮮
に
お
け
る
鉄
器
使
用
の
閥
始
に
つ
い
て
」
（
『
朝

　
鮮
学
報
臨
第
一
七
輯
、
一
七
八
～
一
七
九
頁
）
一
九
六
〇
、
天
理
。

⑬
　
中
国
科
学
院
考
古
研
究
所
（
杉
村
勇
造
訳
）
　
『
新
中
國
の
考
古
収
穫
』
一
〇
閥

　
世
貝
、
　
一
九
六
三
、
東
山
尽
。

⑲
　
旅
順
博
物
館
「
旅
順
口
熱
后
牧
城
駅
戦
国
墓
論
理
」
（
『
考
古
隔
一
九
六
〇
年
第

　
八
期
、
一
二
～
一
七
頁
）
北
京
。

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
楽
良
騙
立
文
化
財
研
究
所
技
官
）

朝鮮における金属雛の起源問題（西谷）
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the　forpa　of　great　landowners’　possession　of　military　power，　but　in　the

middle　and　at　the　end　o麦NaR－son9南宋among　their　subject　peasants

grew　the　movement　of　independence　of　minor　rnanagement．

　　The　so－ca！led　Prohibitiop　Act　of　Tian－hu’s佃戸Escape圭n　this　Lu路

may　be　considered　as　an　enforcement　for　reorganlzing　of　the　crisis　in

this　preceding　feudal　system．

Robert　Peel　and　the　Catholic　Emancipation

by

Kenji　Muraoka

There　are　twQ　fainous　episodes　in　Peel’s　career　about　which　tkere

always　has　been，　and　always　will　be，　acute　controversy．

　　The　first　is　the　Catholic　emancipation　in　1829．　Down　to　that　year

Peel　had　been　chiefiy　known　as　the　strongest　and　ablest　opponent　of

Catholic　emancipation．　ln　1829，　however，　he　himself　lntroduced　and

can”ied，　with　the　he！p　of　opposition　votes，　the　very　measure　which　he

had　so　long　and　so　consistentiy　opposed．　Was．　he　justified　in　doing　thls？

　　The　second　episode　is　the　repeal　of　the　Coi’n　Laws　in　1846．　IB　i．841

he　was　raised　to　the　premiership　as　the　leader　of　a　party　wl｝ich　had

gained　a　majority　at　tlae　electioB　as　being　in　favour　of　the　protection

of　agriculture．　ln　i846，　however，　he，　remaihing　Prime　Mlnister，　carried

the　repeal　of　the　Corn　Laws，　again　by　the　Support　of　the　Opposition，

and　against　the　intention　of　his　party．　Was　he　justified　in　dolng　this？

　　This　paper　chiefly　deais　with　the　first　one，　the　subject　of　‘Robert

Peel　and　the　Catholic　Emancipation’．　lt　must　be　my　great　pleasure　if

this　trial　shou1d　be　able　to　make　some　contribution　to　the　controversial

question　as　to　whether　Peel　was　justified　ln　his　doing　in　1829．

Origin　of　Metalic　lmplements　in　Korea

by

Tadashi　Nishitani

The　appearance　of　metalic　implements　in　Korea　was　in　the　cuiture
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of　top－styled　or　non－pattern　pottery　which　succeeded　to　tlie　comb－too－

thed　pottery，　using　bronze　tools　geRerally　with　immediate’　appearance

of　use　of　iron　toois．　There　is　a　stroRg　possibility　that　bronze　tools　were

manufactured　froin　the　beginning，　but　abundance　of　the　stone　tools

copied　after　bronze　ones　means　slow　generalization　of　metalic　tools．

　　In　the　backgrotmcl　of　establishment　of　metalic　period　ex2sted　the　very

soclety　with　the　mair　productive　seceion　of　agriculture　that　was　populated

in　the圭mmense　region　of　the　Liao－ho遼河basin　and　interchanged　wlth

some　nomadic　societies　accompanied　with　！netalic　toolS；　that　is，　the

intrinsic　development　in　the　calture　of　top－styled　or　Ron－pattern　pottery，

on　the　common．cultural　basis　ofκ厩一m彦ng－ku　内蒙古and　Liao－ho，　brought

the　appearance　of　metaiic　tools　due　to　the　new　change　of　situation　in

Chungツptan中原and　the　Northem　District，　the　period　of　which　was
frolh　the　firs℃一half　of　Ch，un－ts，勿春秋in　China，　or　70r　8　centuries　B．C．

to　the　limit，℃o　Chan－kuo戦国，　or　30r　5　centuries　B．C．．

　　The　solutioB　in　the　origination　of　metalic　tools　in　Korea　is　related　to

external　conditions　ln　acceptance　of　metalic　teels　ln　the　culture　of　Ya－

yoi弥生量n　Japan．
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